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私たち義兄妹でしたが、再会した今、両片想いをこじらせてます









［著者］朝陽ゆりね

［イラスト］フミマロ
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第一章












『彼女が新入社員の牧瀬まきせさん。牧瀬さん、彼は『アテンドフェローズ』の沖田おきた君。ウチのインフラは全部アテフェロに任せてるんで、なにかあったらアテフェロのシステム部に連絡してね』

『はじめまして、沖田です。よろしく』

『……牧瀬と申します。よろしくお願いいたします』

『では今から説明するので聞いていてください』

『はい、お願いします』






　これが再会の挨拶だった――










　連日の雨で湿度が半端ない。蒸し暑さで汗がひどく、頻繁に着替えをするので洗濯機の中はすぐにいっぱいになる。それなのに梅雨入り宣言が出て一週間、ずっと雨が降り続いていて洗濯物が乾かないので困る。

　いい加減にしてほしいと心底思うが、髪の毛は水分を含んでしっとりし、手触りが良くなるので複雑な心境になる。昔からキューティクル満載のド直毛は水分が大好きなようで、雨の日ほどツヤツヤするのだ。セットしづらいと嘆く友達の横で、いつも申し訳なく思ってきた。

「お日さまが恋しい」

　牧瀬美知みちはマンションのエントランスに立ち、空を見上げてぼそりと呟いた。それから手に持っている傘を広げて歩き始める。

　母と二人で暮らしている２ＤＫのマンションから職場までは地下鉄で一本であり、ドアトゥドアで約四〇分だ。美知が勤める『華デザイン事務所』は始業時間が一〇時なので、朝はけっこうゆっくりできる。とはいえ、美知はまだ入社二か月半の新人で、なにをするにも緊張と気遣いの連続で正直なところかなりへばっている。そこにこの鬱陶しい雨と湿度の毎日。気が滅入っても仕方がない。そして美知にはもう一つ気が滅入ることがあった。

（あ……）

　オフィスがあるビルに入り、エレベーターに向かって歩いていると真横を長身の男が追い抜いていった。俳優かと思うほど整った精悍な容姿に、襟がスタンドタイプのダークグレーシャツと黒のスキニージーンズといったカジュアルな服装だ。やや襟足長めの黒髪はサラサラで、歩くスピードによってわずかに靡なびいている。思わず見惚れて振り返ってしまいそうな男だが、美知には地雷だった。

『アテンドフェローズ』のシステム部に在籍する沖田秀一しゅういちである。

（わ、同じエレベーターに乗るの？　居心地悪るぅ～。けど……）

　チラリと目だけを動かして流し見れば、向こうは美知にまったく気づいている様子はない。

（この二か月半、あの時以来一度も会話していないし、顔を合わせた時も『はじめまして』だった。やっぱり私のこと、覚えてないのかな。それとも気づいてない？　五年も一緒に暮らしたのに。でも……頭良いのに、そんなはずないだろうし、どう考えても無視しているとしか思えないんだけどなぁ）

　美知より六歳年上で現在二八歳。美知が一二歳の時から一七歳までの五年間だけ、家族だった男だ。

　イタリア人の父と事実婚だった母が関係を解消し、その後結婚したのが秀一の父だった。つまり連れ子同士で結婚したことにより義理の兄妹となったわけだが、その五年後、両親は離婚した。

　義父の実父が、筋の悪いところから金を借りた友人の連帯保証人になっていて、多額の借金を負うことになったため、美知親子に影響が及ばないようにとの配慮からの離婚だと言われた。しかし美知は納得していない。縁あって家族になったのだからともに協力し合えばいいことだし、ペーパー離婚なら別居しなくてもいいだろうと思うのだ。

　だが、実際に離婚したのちはまったく会うことがなく、離婚の理由は別にあるのでは、と思う美知である。とはいえ親の下くだした決断には口を出すことはできず、美知は沖田親子とは名実ともに他人になったのだと考えていた。

　それなのに、今になって再会し、しかも今後も顔を合わせる機会があるというのはどういう運命のいたずらだろうか。

　フロアの西側三分の一が美知の勤めるデザイン会社『華デザイン事務所』で、東側三分の二がＩＴ会社の『アテンドフェローズ』なのだが、この二社、社長が双子の兄弟という関係にある。

　設立当初は独立した無関係の会社であったが、互いに仕事を発注し合っているため、同じフロアに隣接させたほうがいいだろうということになったらしい。その際、社長が兄弟ということもあり、持ち株会社を設立してグループ会社になったのだ。そうすれば互いが持つ情報を共有できて利便性が高まるうえ、コンプライアンスも守れると判断したためである。

　入り口受付は別々だが、中に入ってしまうと執務フロアに仕切りはなく、また会議室や給湯室なども共有していた。ちなみに下の階は『アテンドフェローズ』のサポートデスクのフロアになっている。

（聞いてないよ。就職した会社の隣に元義兄がいるなんて。偶然にもほどがある）

　エレベーターが目的のフロアに到着し、秀一の背を見て歩きながらそんなことを考える。エレベーターを降りてわずかな距離の先にある、突き当たりを東に向かって左折した秀一にチラリと視線をやってから美知は右折した。

「おはようございます」

　美知が朝の挨拶をすれば、近くにいたスタッフ数名がこちらを向いた。

「おはよう～」

「あ、牧瀬さん、おはよう」

「おはよう～、みっちゃん、今日もかわいいね～」

　いきなり職場では相応しくない発言をしたのは美知の上司である山田やまだだ。とたんに周囲のスタッフが目を眇すがめた。

「山田さん、職場でかわいいはよけい」

「下野しものッチ、手厳しい。ホントのことじゃん。みっちゃんは日本人離れした顔でめちゃくちゃかわいいんだから」

「まったく。セクハラで訴えられる前に注意してあげてるんですぅ」

　先輩たちの意識が美知から逸れ、セクハラ問題で盛り上がる。そんな様子を美知は微笑んで遣り過ごし、自分の席に向かった。

　こんな会話が繰り広げられるこの会社は渋谷に事務所を置くデザイン会社だ。青山通りに面したビルにオフィスを構えているだけあって、みな個性的だがスタイリッシュな服装をしている。

　スタッフは四〇名ほどで半分がデザイナー、半分が営業と事務スタッフだ。美知はデザイナーとして入社している。

　挨拶をしながら進んで自席に腰を落ち着かせる。そして大きなモニターに映る自分の顔と目が合った。

（五年で顔なんて変わらないよね。変わったのは髪型と、お化粧をしているくらいよ）

　だが、自分のこの顔を秀一が見て思い出せないはずがない、と思い直した。なぜなら美知は父親がイタリア人なので、上司の山田が言ったように日本人離れしているのだ。しかも『牧瀬美知』と名を聞けば誰だってすぐに思い出すはずだ。

（わざと、だよね。ま、いいけど）

　ムッとした自分の顔を見ながらコンピューターの電源を入れる。ウィーンと低い音がしつつ画面が展開された。もう自分の顔はデスクトップ画面に掻き消されて見えない。

（そっちが無視決め込むなら、私だって完全スルーするし。それに今は、確かに本当に文字通り赤の他人で、関係ないしね。グダグダいらないこと考えてないで、仕事仕事）

　今日は金曜日。一日頑張れば、明日は休みだ。

　新人の美知に任せられている仕事は少ない。先輩たちの制作したデザインがクライアントの希望に合っているかどうかを確認したり、イラストデータにゴミが入っていないか、ミスがないかをチェックしたりするのがメインだ。

　それ以外では文字通りの雑務をこなし、時間ができれば先輩方が過去に手掛けた仕事を丹念に見るように指示されている。

　ランチタイムを挟んで朝から集中していたので、あっという間に時間が過ぎ、気づけばもう三時を少し過ぎていた。

（はあ、疲れた。けど、あともうちょっと頑張ったら明日は休みだから）

　美知は息を吐きながら肩を上下させる。納期に押されている先輩方は土曜だろうが日曜だろうが関係なく出勤して仕事をしているが、美知はまだそんな仕事は与えられていないので土日祝日は完全に休みだ。

　ちなみに、休日出勤すれば振替休日をもらえるので、中にはひと月くらい休みを取って海外旅行に行ってしまう猛者もいるらしいのだが。

　美知は引き出しから箱を取り出し、レモンの絵が描かれたティーバッグをチョイスした。そしてマグカップを手に立ち上がる。給湯室に行って熱湯の出る蛇口にマグカップをセットしていると、フロアを同じくする『アテンドフェローズ』の女性スタッフとおぼしき二名がやってきた。自販機でドリンクをチョイスしている。

「でね、沖田君ったらさ、完全無視で空気凍らせちゃって、ホント困ったよ。相手はクライアントなんだから愛想笑いくらいしてくれりゃいいのに」

「いつものことじゃない。口説くほうが間違ってる」

　口説く、という言葉に美知の心臓がビクリと跳ねた。と同時に、耳がひと回りほど大きくなったと思うほど集中してしまう。

「ウチのスタッフだったら言わないわよ。取引先の社長だよ？」

「取引先でそこの社長ならなおさら問題。『カメリアクラブ』って今人気急上昇してるエステサロンでしょ。そんな新進気鋭の会社の社長がビジネスライクじゃないって致命的だと思うんだけど」

「あそこの女社長、やり手で有名だけど手段は選ばないみたいだから」

「おー、こわ。けど、まぁ沖田君の大嫌いなタイプなのは間違いないわね。つか、あの男前、そもそも女に興味があるのか、そこからわかんないわ」

「言えてる。目の保養にはなるけどね」

　二人はそれぞれがセレクトしたドリンクが仕上がったようで、カップを手にして去っていった。

（……目の保養か。それは私も同じ意見。しかも、料理以外、なんでもできる人だし。もちろん、勉強も）

　中学や高校の時、勉強を見てもらったことを思い出す。秀一はどの教科もまんべんなく優秀だった。特にテストの時のヤマの張り方が抜群で、テスト範囲をくまなく教えてもらったあとに彼が張ったヤマを中心に復習すれば、好成績を収めることができたのだ。

　とはいえ、恥ずかしさから秀一や義父の秀幸ひでゆきを避けていたのであまり一緒にいた時間は多くはないのだが。

（だって……イケメン親子とどう接したらいいのか、わかんなかったんだもん。つか、お母さん、面食いよね）

　けっして派手でも社交的でもない母が、なぜあぁもイケメンと縁ができるのかつくづく不思議だと思う美知である。

　意識を母に向けてみても発生したモヤモヤは消える様子がない。美知は眉間に皺を寄せ、マグカップを睨むように見つめた。ティーバッグからはしっかりレモンティーが抽出されていて、色はかなり濃くなっている。もうティーバッグを取り出してもいいものなのに、睨むばかりでまったく手を動かす気配がない。

（初めて会った時もかっこいいなぁって思ったけど、友達に義兄妹は結婚できるとかっていろいろからかわれてから、なんか意識しちゃってさ）

　美知はギュッと両目を瞑った。

（まぁ、それは言い訳だよね。照れくさくて避けてたのは事実。でもだからって、今さら頭下げて距離を縮めるのも違うと思う。他人として接するって思っているなら、こっちもそれでいく）

　胸の奥のほうがチリチリする。そのチリチリにピタリとはまる言葉が思いつかない。美知は軽くかぶりを振った。

（別に、突き止める必要もないことだし）

　マグカップからティーバッグを取り上げてゴミ箱に捨てた。

　それから数時間、頼まれていたデザインデータのチェックに集中する。ようやく終えた時には首と肩がゴリゴリになっていた。うーん、と伸びをして筋肉の硬直を解ほぐせば、データを共有フォルダに保存して今日の仕事を終えた。

「みっちゃん、今夜忙しい？」

　ふいに後方から声がして振り返った。

「あ、山田さん」

「急遽、飲みにいこうって話になってさ。どう？」

「行きます行きます。ぜひ」

　会社のスタッフとの飲み会を嫌がる大学の友達もいるが、美知は積極的に参加していた。早く馴染みたいこともあるし、先輩たちの経験や愚痴も聞いておいて損はないし、社内の情報だって知っていればうまく立ち回われるからプラスになる。それになによりみないい人ばかりなので、美知としては楽しかった。

「じゃあ、七時にいつもの店で」

「はい。ありがとうございます」

　元気に返し、美知は鞄を手にして立ち上がった。そしてトイレに行って化粧直しをすると、言われた店に向かった。

　会社近くの居酒屋に出向けば、一二、三人ばかりが集まっていた。覚えていない顔もあるのでおそらく『アテンドフェローズ』のスタッフだろう。

「みっちゃん、こっちおいで～」

　山田が手招きしている。

（あーー、ちょっと嫌かも。でもまぁ仕方ないか、声かけてくれたの山田さんだし）

　おちゃらけ度が高く、女性スタッフの中には彼のことをセクハラ男だと言って非難する者もいるが、美知はまだそこまで不快に感じるような目には遭っていない。とはいえ、気はつけている。

　山田の前の席が空いているのでそこに座ると、彼の隣に座っている四〇歳くらいの男を紹介された。

「アテフェロの関根せきねちゃん。仕事には厳しいけど女の子にはやさしいから安心して」

「お前ね、いい加減そういう紹介の仕方やめろよ、笑えないから。今は職場で性別に関する話題はダメなんだよ。はじめまして、牧瀬さん。関根です。アテフェロのシステム部でネットワーク関連の責任者やっていて、華デザの社内インフラは俺が担当してるんだ。だから牧瀬さんとは会うのは今日が初めてだけど、名前は入社前から知ってたよ」

「こちらこそ、牧瀬です。よろしくお願いします」

　関根は美知の挨拶にニコッと笑ったが、それから少し驚いたような視線を向けてきた。

「牧瀬さんってさ、彫りが深くて、ちょっと日本人離れした顔立ちだよね」

「はい。父がイタリア人なんです」

「やっぱりそうなのか。お父さん、どこ出身なの？」

「ミラノです。でも私、イタリア語はまったく話せないんですよね」

「あれ」

　はははっと笑いが起これば、参加予定者が全員そろったようで店のスタッフを呼んで注文を始める。美知は喉が渇いていたのでシュワシュワ系が飲みたくて、白のスパークリングワインを注文した。

「かんぱーい！」

　グラスを持ち上げて乾杯し、みなが「疲れたね～」とか言いながらゆるく会話を始める。入社二か月半程度の美知はほとんど聞くばかりなのだが、山田と関根の会話から、関根が秀一の上司であり、所属するチームのリーダーであることがわかった。

（偶然すぎて焦る……）

　一人内心で慌てていると、耳が〝沖田〟の言葉を拾い、美知はビクッと小さく反応した。

「勤勉で優秀でイケメンなんだけど、とにかく愛想がないんだよねぇ。飲み会も好きじゃないとかで参加したためしがないし。つかさぁ、せっかく誘ってるんだから、用事があるんです、くらい言ってほしいよ。興味ないんで、って寂しすぎる」

　関根がぼやくと、隣に座っている女性が「今風いまふうなのよ」とツッコミを入れた。

「上司と飲みたくない子だっているのよ。けど、私はハッキリ断れる環境があることはいいと思うけど？」

「そう？」

　と関根が聞けば、その女性は、うんうん、と頷いた。

「だって仕事でストレスフルなのに、それ以外で気を遣わないといけないって面倒じゃない。飲み会のお誘いくらい本音で断れるって楽よ。あ、牧瀬さんだっけ、新人としてどう？」

　いきなり振られて美知は目を丸くした。

「あ、え、そうですね、それは確かに楽かなって思います」

「ホントにぃ？　気を遣ってない？」

「ホントですよっ」

　必死で答えれば、笑いが起こってホッとした。

「あの、ウチとアテフェロの社長って双子の兄弟だって聞きましたけど、スタッフも一つの会社くらい仲がいいんですか？　今日の参加者、半分ずつくらいですよね？」

　美知が問うと、山田が「そんなことはないよ」と否定した。

「違うんですか？」

「関根ちゃんトコみたいなインフラ関係とか、広報や総務なんかはよく接してるから仲はいいけど、それ以外は別会社としてちゃんと区別されてるし、敷居もあるよ。ウチらは全員で四〇人程度だから顔も名前もすぐ覚えてもらえるけど、アテフェロはサポートデスクのスタッフも入れて二〇〇人くらいいるんでね、こっちはそう簡単には覚えられないし、接点のない部署のほうが多いし」

「今のビルに引っ越したのも四年前だよ。それまではまったく違って、ウチは渋谷駅前、華デザさんは南青山だったから」

　山田も関根も今話している女性もアラフォーくらいに見えるので、彼らがまだそれぞれ別の場所で働いていた頃の話で盛り上がっている。美知はわからないながらも彼らの昔話を興味深く聞いていた。

　それから二時間くらいが経ち、飲み会がお開きになると、美知とは反対側の席にいた女性スタッフ三人が二軒目に誘ってきた。一人は新見にいみという名だが、あとの二人は初対面だ。美知が新見だけ知っているのは、彼女が『アテンドフェローズ』から『華デザイン事務所』の総務係を担当していて、席をこちらに置いているからだ。

「えーー、みっちゃんはこれから俺たちと次行くんだけど」

　まだ返事はしていないと言おうとすると、新見が美知の腕を取って引っ張った。

「これからガールズトークで盛り上がるんですよ。なので山田さんはまたの機会にしてください」

「えーー」

「今日はお疲れ様でした」

　半ば強引に別れの挨拶をし、三人の女性は美知を店から引っ張りだした。そして近くにあるワインバーに入る。円形のハイテーブルに案内されて着席すれば、自称ワイン好きの一人が独断と偏見でオーストラリア産の赤ワインをボトルで注文した。それ以外の二名が食べ物をセレクトする。生ハムとチーズの盛り合わせ、本日のピンチョス五種盛り、クリスピーチキン、など。そしてワインが運ばれて注がれれば、乾杯をした。

「うわ、渋いっ」

　ワインのことをよく知らない美知は口にした瞬間そう言っていた。

「チビチビ飲んで。そのうちフルボディの渋みがわかってくるから」

「えーー、苦いですよぉ」

「だいじょーーぶ！」

　なにが大丈夫なのかよくわからないが、水以外に飲むものがないので仕方がない。言われた通り、渋い赤ワインを舐めるようにチビチビと飲むことにした。

「オーストラリアにはシラーズって品種があるのよ。私、もう大好きでね。カベルネソーヴィニヨンとか有名じゃない？　似た感じの重さなんだけど、そっちは有名だから高いの。シラーズは安くておいしいから超お勧め！」

「そうですかぁ。私はワイン初心者なんで、やっぱり苦いです」

　正直に音を上げれば、三人が軽快に笑った。

「苦いからってずっと白とか軽いのばっかり飲んでても、いつまでたってもそこから抜けられないって。ちょっと頑張れば、渋いワインの良さがわかるわよ。それに、フルボディのほうが、お料理が進むから」

　自称ワイン好きというだけあってグイグイ勧めてくるけれど、美知はつい水のほうに手を伸ばしてしまう。

「あ、きたきた」

　店のスタッフが注文したメニューを運んできた。テーブルいっぱいに皿が並んで豪華だ。それに目にも鮮やかで食欲をそそる。

「ちょっとくらい脂っぽくても、渋みが消してくれるからいいのよ。さ、食べよ」

　言われてまずは冷めないうちにとクリスピーチキンを手に取り頬張った。それからワインを口にする。すると最初と印象が変わって口の中がさっぱりする感じだった。

「おいしい。あ、確かに最初に感じたほど渋くないかもです」

「でしょ。さっきの店でお腹は満たされてると思うけど、ここもお勧めだから」

　この三人は常連のようだ。美知はついついおいしくて料理に手を伸ばした。というのも、さっきの店では自分の周りは山田や関根のような上の立場の人たちだったので、話を聞くのに気がいってあまり食べていなかったからだ。

「ところでさ、さっきチラッと聞いちゃったんだけど、牧瀬さんのお父さんってイタリア人なのね」

「ええ。隠してるわけじゃないし、隠せることでもないので話題振ってもらってもいいですよ」

　美知が普通の顔で答えると、三人は「ふふっ」と微笑んだ。そして新見が口を開く。

「変に気を遣ってたわけじゃないんだけどさ。それに別に会社で一緒に働くのに、そういうのって関係ないから。ただね、山田さん、あの人は気をつけたほうがいいわよ」

「山田さん？　よく聞きますね。セクハラするって話」

　美知が答えると、新見は露骨に顔をしかめた。

「調子いいじゃない、あの人。あれで手ごたえ確かめてるのよ。会話でジャブ打って、それで反応次第でちょっとずつ触ってくるのよ。嫌な思いした子、けっこういるからさ。戸惑ってる間にエスカレートして、最後は強引に誘ってくるのよ。それで拒絶したらお前が誘ったくせに、みたいな責任転嫁したりするから、最初から近づかずに相手にしないのが一番よ。ホント、腹立つ」

　新見はアルコールが回っているせいか、テンション高く怒りモード全開である。

「……そうなんですか。私、まだそんな不快な思いしていないから、変に避けるのよくないかなって思ってたんですが」

「牧瀬さんみたいな、やさしくていい子を狙ってるのよ。ホント、サイテーなんだから。早めにカレシがいるとか言ってけん制しておくのがいいわね」

「そうね。脈がないと思ったらすり寄ってこないから。手も早いけど、逃げるのも早いから」

　新見の隣にいる自称ワイン好きが同意すれば、新見が「うんうん」と言いながら頷いた。

「カレシなんていませんよぉ」

「仮想でいいのよ、仮想で」

「山田対策だから」

「でも突っ込まれたらボロが出そうです」

「テキトーテキトー」

　困惑する美知とは違って三人は笑いながらワインを飲み、ボトルをあければもう一本注文した。今度は辛口の白だった。

「で、牧瀬さん、カレシいないの？」

「いません」

　言いながらも脳裏には秀一の顔が浮かんできて、美知は内心焦った。ここで出てくるなんておかしすぎる。

「そうなんだ。すっごいモテそうなのに」

「どこがですか」

「だって、山田さんじゃないけど、かわいいし」

「それは確かね」

「えーーー」

「もうちょっとおしゃれしてもいいと思うけど」

「スーツなんて着てくることないわよ。牧瀬さんデザイナーだしさ、個性的カモンって感じ。もっとカジュアルでいいのに」

「そうですか？　悩む、そんなに服持ってないから」

　三人が次々言ってくるので美知は誰の言葉なのか関係なく反応していた。

「お父さん、ミラノ出身なんでしょ？　だったらファッショナブルなんじゃないの？」

「いえいえ、父はそっちじゃなく金融機関だからぜんぜんファッショナブルじゃないですよ。万年スーツです」

「それでもミラノ出身って聞くだけでかっこいいって思っちゃう」

　かっこいいと言われ、そうかなぁと思いつつ父の顔を思い浮かべてみるが、かっこいいと思えないのは娘だからだろうか。

「母とは事実婚だったんですが、一五年前、帰国することになった際、別れたんですよ」

　ええっ！　と声が上がるのを無視して続ける。

「パソコン越しに時々話はしますが、顔しか見えないのでねぇ」

　三人は急に勢いを失った。悪いことを聞いてしまった、という感情が明らかで、美知は屈託なく笑った。

「気にしないでください。ここで頑張って働いてお金貯めて、イタリアに行こうと思っているんですよ」

　明るい美知に三人はホッとしたのか、笑顔と口調が戻ってくる。

「いいなぁ～イタリア！　私も行きたいわ」

「ホントホント。ショッピングもいいし、遺跡巡りもいいし」

「教会とか、建築もね」

「じゃあ、みんなで行きましょうよ」

「いいねーいいねー」

　女四人のガールズトークで盛り上がり、この日は結局ワインボトルを三本あけてお開きになった。

　地下鉄の改札口を通って三人と別れ、一人で電車に乗り込む。彼女たちにつられてけっこう飲んでしまったが、存外頭はクリアだった。

（お父さんの話をしたからだ。私にとっては父親ってのはどう判断したらいいのかわからない存在だから）

　電車の揺れが美知の記憶を呼び起こす。

　イタリア人の父ディーノと過ごした家族というものになんの疑問も戸惑いもなかった生活と、母の愛子あいこが沖田秀幸と結婚して沖田親子と暮らした五年間。ディーノとは年に何度かカメラ越しで電話するが、沖田親子とは縁が切れてこの五年間はまったく顔を合わせなかった。たった五年間だけ名乗った『沖田美知』という名前も、今思い出してもおかしな気がしてしまう。

　だから、いつも思うのだ。

（家族って、なんなのだろう）

　自ら選んだわけでもないのに振り回されてきた二二年間だと思う。

（本気で怒ってるわけじゃないんだけど、でもやっぱりなぁ、相談くらいしてほしかった。だって、お母さんと二人だけで暮らすのは寂しいもの）

　最寄り駅に到着し、美知は電車を降りた。

「あっつ」

　雨は上がっているが、湿気がすごい。むしっとした風は汗を呼んで不快だ。早く帰って風呂に入りたいが、酔っているので今夜はやめたほうがいいだろう。

　美知はふと立ち止まって空を見上げた。

（無視するんだもん。なにが、はじめまして、よ。バカ）

　心の中で悪態をつき、美知は歩き出した。家は間もなくだ。が、また立ち止まる。

（あんな形で家族の形が壊れて、赤の他人みたいに関係がなくなるんだったら、もっとちゃんと接していたらよかったって……思っても、もう遅いから、それが悔しいのよ）

　はじめまして――その言葉は鋭い矢じりのようで、強く胸を突かれた気がしたのだ。

（バカすぎる。自分がバカすぎて惨めだ。そう思うのに、考えてしまうの、どうにかして）

　グズッと鼻をすすると、反動でぽろぽろと涙がこぼれ落ちた。

















第二章












　沖田秀一はキーボードを打っていた手を止めた。そして椅子の背に凭れかかって大きく深呼吸をした。時計を見ればそろそろ一〇時になろうかという時間だった。おそらく今夜も終電だ。とはいえ秀一は男の足で徒歩三〇分内の距離にあるマンションで一人暮らしをしているので、終電を乗り過ごしたところで特段問題はないのだが。

「沖田、そっちどうだ？」

　同じチームの柴田しばたが話しかけてきた。

「おう、順調。ガントチャートガンチャ通りで遅れなし」

「いいねぇ、あの工程表見た時はめまいがしたけどさすが沖田君」

「連日のハードワークのおかげで、お互い様だろ」

「ところで、その『カメリアクラブ』の女社長に口説かれてたんだって？」

　柴田がニヤニヤしながら問うてきた。秀一はあからさまに嫌な顔をし、視線を逸らせる。

「安定の氷結対応だったみたいだけど」

「なんだよ、その氷結対応って」

「え？　言葉通りだよ。お前の態度って塩とかのレベルじゃなく、凍ってんじゃん」

「返事をしたら会話が成立するだろ？　俺は無駄話をしたくないだけで、直接仕事に関係のない話には反応しないことにしてるんだ。それに、長濱ながはま社長は顔見知りなんだ」

　秀一の言葉に柴田が目を瞬しばたたいた。『カメリアクラブ』というエステ会社が予約システムや顧客管理システムを刷新することになったので、それを秀一たちが請け負ったのだが、そこの社長である長濱映子えいこが沖田にアプローチしていると内部では噂になっていた。

「そうなの？」

「大学の同級。だから親しげに話しかけてくんだよ」

「それだけ？」

「他になにがあるんだよ」

　またニヤニヤする柴田を横目に見てから秀一は顔をパソコンに戻した。

「つまんねぇ妄想しないでほしいね。興味ねぇし。さて、もうひと踏ん張りすっぞ」

「ラジャー」

　なにがラジャーだガキかよ、と言いたいところを我慢して、滑らかな手つきでキーボードを叩く。内心では、

（確かに在学中はつきあってたけどな）

　と、呟くも、不要な探りを入れられたくないので絶対口にしない。だが、大学時代を思い出せば、出てくる記憶は長濱ではなく、短い間だけ家族になった牧瀬美知の顔だった。

（まさか華デザに就職するなんてな。確かに絵を描くのが好きだったけど、美大に行くなんて一言も言ってなかったのに。愛子さんから聞いた時は驚いた）

　はぁ、と大きく息を吐き出す。

　一緒に暮らした約五年は秀一にとってなんとも表現しがたい日々だった。セーラー服がまったく板についていないあどけない少女が目の前にいて、「秀一お兄さん」と呼ぶのを、どう受け止めていいのかわからず、ただうろたえていた。さらに、明らかに避けている。最初は嫌われていると思った。親の結婚に反対だったのだろうと考え、家族色をなるべく出さず、そして可能な限り近寄らないようにしていたが、気がつけば美知はこちらを見ていて、目が合えば慌てて逸らす。声をかけたら礼儀正しく接するし、買い物に行けば秀一や秀幸の好物などを買ってきてストックしていたり。

（俺しか飲まないヨーグルトドリンクが切れなく冷蔵庫にあることに気づいてから意識変わったんだよなぁ）

　カタカタとリズミカルにキーボードを叩いていた手がいつの間にか止まっていることに気づいていない。視線もモニターいっぱいに並んでいるアルファベットの文字を掴んでいるが、認識しているのはあどけない中学生の美知だった。

　いつもこちらを見ているのに、顔を向けると視線を逸らせる。怒っているとばかり思っていた表情が、実は照れて戸惑っているとわかって抱いていたイメージが変わった。ただ、その変化には充分気をつけていた。






　――秀一、美知ちゃんは中学生だからな。

　――なんだよ、俺がいかがわしい目で見てるってのかよ、心外だ。






　父である秀幸に言い返した。だがそれは最初の頃だけで、一年もしないうちに本気で気をつけないといけないと思うようになった。

　幼虫は見る見る蛹を通り越して麗しい蝶に変わっていったからだ。イタリア人の父を持つ美知には独特の雰囲気があって、きれかわいい感が際立っていた。そして痴漢やストーカーまがいのしつこいアプローチを試みる学生が頻繁に現れ、秀一はこれらから守ろうと美知の周囲に気を配るようにしたが、高校生になった姿を見たら不安を覚えるようになった。ミイラ取りがミイラになる、なんてことになったらどうしよう、と。

　そんな時に出会ったのが長濱だった。数合わせのコンパに引っ張っていかれて参加した中に長濱がいた。将来、バリバリのキャリアウーマンになるだろうと容易に想像できるタイプで、男に媚びず自分の意見をハッキリと言い、また自分が間違っていたら潔く謝るところが秀一にとっては好印象だった。特に、生意気だと言う男たちの言葉を聞くと、ますます株が上がって、気づけば交際するに至っていた。

　確かに長濱は美人だし、秀一もモテたので周囲が似合いのカップルだと囃し立てたのだが――

（俺はあいつの計画性と実行力が気に入ってつきあうことにしたんだ。けど、あいつは違った。俺の将来性だけが目当てだった）

　なにもかも美知と正反対。性格も、行動力も、趣味も。

（美知を意識しないようにって思う気持ちが、映子の腹の底に気づけない状況に陥らせていた）

　内定を取ってから、会うこともチャットアプリで会話することも減った。卒業後は映子がいつも「仕事が忙しい」と言うのでまったく会わなかった。映子の言葉に疑問など抱かなかったし、自分とて忙しかったので最初はなんとも思わなかったのだが、秀一の就職先が大手ではなかったことに失望したという事実に気づいたのは関係が終わってからだった。

（まぁ、俺は上昇志向って嫌いじゃねぇけど、人の価値はデカい会社や有名学校の看板で決まるわけじゃない。社長は尊敬できる人だ。ＯＢ訪問で話をしていても思ったし、今だってそうだ）

　脳裏に笑顔の美知が浮かんだ。学校から帰ってきた美知に就職先が決まったことを言った時、満面の笑みで喜んでくれたことは忘れられない。






　――秀一お兄さんならもっと有名で大きな会社に就職するんだって思ってたけど。

　――まぁ。けど、この会社の将来性と、社長の人柄に惚れたんだよ。

　――そっか！　じゃあ、大成功の就職なんだね？

　――ああ。

　――おめでとう！　希望のところにいけるなんてすごいと思う。やっぱり秀一お兄さんすごい！






（単純にあの笑顔がインパクトあったのは確かなんだけど、あきらめないといけない人が喜んでくれて、つきあってる恋人が喜ばないことの重みを思い知らされて、すごく苦にがかったんだ。それやっぱ違うだろって。けど、まさか美知が華デザに就職するなんてな。美知は社名聞いてもわかんなかったんだろうし、当然覚えてもいなかったんだろう。しかも俺が就職した時はオフィスもここじゃなく別々の場所だから、気づかなくても仕方ねぇんだけどさ）

　関根から代わりに『華デザイン事務所』に入った新入社員へ操作説明をしてきてくれと言われて出向き、驚いたのだ。心臓が止まるかと思った。あまりに驚きすぎて〝牧瀬〟と紹介され激しく動揺した。当然のことなのに言葉が出なくて、しかしながら〝牧瀬美知〟なら異性として手が届く存在ではないかと思ってしまった。同時に、いかに〝沖田美知〟という名が秀一にとって〝守らなければならない身内〟という文鎮の役目を果たしていたのかを思い知らされたのだ。

（マジで怒ってるよな、〝はじめまして〟なんて。顔がひくついてたもんな）

　言葉通りだ。が、秀一にとって〝身内ではない異性〟という意味では、文字通り〝はじめまして〟だった。もう理性で感情を抑え込まなくていいのだ。自分の心を捻じ曲げ、目を背けなくていい。

　美知は〝求めてもいい女〟なのだ。

（けど……）

　あらぬ感情を、本当に抱いていいものなのだろうか。その答えが出るまで、〝見知らぬ他人〟でいたほうがいい――という結論を今のところ出しているのだが。

「あれ、関根さん、帰ったんじゃないんですか？」

　柴田の声に秀一はハッと我に返った。顔を上げれば、上司である関根が少し顔を赤らめて席に座ろうとしているところだった。

「華デザの山田に誘われてちょっと飲みにいってたんだ。新人の牧瀬さんが来るって言うもんだから」

　刹那、秀一の肩がビクンと跳ねた。

「あ、牧瀬さんって、あの日本人離れした顔の子ですよね。いいな～。彼女、めちゃくちゃかわいいですよね。どうでした？」

「いやぁ～、かわいいの鼻にかけてるかなぁ～なんて思ったりしたけど、ぜんぜん違ったよ。顔から受ける華やかなイメージとは真逆で、なかなか奥ゆかしくてさぁ。山田のヤツ、けっこう真剣に気に入ってるみたいで、問題起こさなきゃいいけどな」

「山田さん、常連ですからねぇ。でもさすがに、これ以上やらかしたら社長ももう許してくれないんじゃないです？」

「かもな」

　関根も柴田も会話に参加していない秀一のことなど意識の外であるが、キーボードの上に乗っている彼の手が、そのキーボードを打ち壊しそうなレベルで怒りに震えていることなどまったく気づいていない。

「でも、こっちは他社のことだからさ、いくら仲が良くても口は挟めないよなぁ」

「注意くらいしてあげたらどうです？　お友達でしょ」

　柴田がそう言うと、関根は身を乗り出して彼の頭に冗談チョップをかました。

「誰が友達だよ。クライアントの担当責任者でしょうが。お・つ・き・あ・い、してるだけだ。営業営業」

「ええっ、てっきり飲み友だと思ってましたよ」

「あんな手癖の悪いヤローとプライベート共有したかねーよ。さて、と。せっかく戻ってきたんだから、ひと仕事やるかな。沖田、インターフェースの進行のほうはどうだ？　そろそろ俺の出番じゃないか？　検証すっぞ」

　名を呼ばれ、秀一はようやくここで顔を向けた。整った精悍な顔が不機嫌に歪み、目がギラギラしているので関根が「え」と小さく声をもらした。

「沖田？」

「さっき、ちょうどまとめたところです。共有フォルダに保存したんで確認してください」

「機嫌悪いな、寝不足だろ。今日は帰って寝ろや」

「いえ、キリのいいところまでやります」

「やーー、帰ってくれない？　沖田君。なんか全身から不機嫌オーラが立ち込めていてこちとら居心地が悪い。酒飲んで寝ろ」

「…………」

　関根の口調と声のトーンが下がったのを感じ、本気で言っていると悟った秀一は「わかりました」と短く答えてパソコンの電源を落とした。

「お先です」

「おう」と関根が答える横で、

「お疲れ～」

　と、柴田が続けた。

「お疲れ」

　ほとんど聞こえないくらいの小声で返し、オフィスを出た。

（ちくしょー！）

　関根は意外とスタッフの顔つきを見ている。表情は体調や機嫌のバロメーターになるというのが持論で、ネガティブな時はパフォーマンスが下がるので仕事から離脱しろと命じてくる。その命令に背けば雷が落ちるので、黙って従い、体調を整えるしかない。

　ビルを出て地下鉄に向かいかけたが、秀一は方向転換した。頭を冷やすために歩いて帰ろうと思い直したのだ。

（俺、なにを怒ってんだよ）

　山田が美知に気があるかもしれないことか。

　山田や関根が美知と飲みにいっていたことか。

（いや、そうじゃない。くだらねぇ嫉妬だ）

　その飲み会の場に自分がいなかったから。

　自分の中にある美知への気持ちに対し考えることを避け続け、長濱との交際を選んだ。だからといって長濱を利用していたつもりはない。彼女の上昇志向を好意的に思い、協力もし、将来の仕事のことも話した。映子が美容関係の会社を起ち上げようと考えていること、秀一はＩＴ関係の仕事に就きたいと思っていることなど。ただおしゃべりではない秀一は、自分のことより映子の話を聞いているほうが断然多かったが。

　女として愛しもした。だが、就職を機に疎遠になり、両親も離婚し、仕事以外のすべてを失った気がして、だからこそがむしゃらに打ち込んできた。この五年の間に心の決着をつけたつもりだったし、自分は女と関わることに向いていないという結論にも行き着いた。言い寄る女たちより、はるかに仕事のほうが面白く、遣り甲斐があるからだ。どんなに周囲がイイ女だと褒めるような相手でも、まったく魅力的に思わなかったし、自分の、男としてのアンテナは動かなかった。

　それなのに。

（再会すんだもんなぁ）

　つけた決着はなんだったのか。

　美知の顔を見た瞬間、いや、五年の歳月を経て大人の女になった姿に、奥底から湧き起こる激情が秀一を芯から揺さぶった。

　家族として過ごした五年間。自分の感情を押し殺して目を背けて過ごした五年間。

　緊張した面持ちでこちらを見る美知に対し起こる想い。

　愛しい――

（どうしたらいいんだよ。すぐ近くにいるのに、このまま知らん顔するのか。それとも元兄貴の顔をして守ってやるのか）

　空を見上げて一つ大きなため息をつく。

（どれも無理そうだ）

　義兄妹だった過去、事実は変わらない。実父と継母は離婚こそしたがこっそり連絡を取り合っている。今、弁護士を介して違法な利息の分を訴訟中で、これが決着したらよりを戻す可能性が高い。そうなれば、自分たちはまた義兄妹という関係になる。

「ひたすら我慢かな。つかそれ、キツすぎるだろ」

　誰にも聞こえないような小さな声が秀一の口からもれた。
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　週明け、また仕事が始まる、と思って出勤したはずなのに、あっという間に夕方になっていた。美知はマグカップを手にして給湯室に向かい、レモンティーを入れようとしていた。

「あ、しまった」

　声がして顔を上げれば、自販機の前に秀一がいる。どうやら社内用のプリペイドカードの残高がないようだ。自販機の横にはチャージ用の機械もあるのだが、財布を持ち合わせていないのだろう。

「やっぱ社員証から直接引き落とすシステムにすべきだな」

　ブツブツ文句を言っている。確かに社内の販売機は完全プリペイド式になっていて、財布を持ち歩く必要はない。だが、いちいちチャージするのも面倒なので、社員証で対応してもらえたら楽だろう。

　美知は秀一の顔を見て、ふと顔色がよくないと思った。

（疲れてるのかな）

　システム部は普段から業務過多気味だと聞く。最近、顧客管理システムの刷新の仕事も入ったそうだし疲労していても不思議ではない。

　美知は歩み寄り、自分のプリペイドカードを自販機にかざした。ガシャン、とペットボトルが音を立てて落ちてくる。秀一が驚いたように目を見開いてこちらを見ている。それから困惑気味に口を開いた。

「サンキュ」

「……どういたしまして。秀幸お父さん、元気？　お酒の量はちゃんと減らせてる？」

「親父は元気だけど、俺たちはもう赤の他人だから心配してくれなくていい」

「――――」

「こいつの借りはちゃんと返す」

「いらない。たった一〇〇円のお茶で貸し借り言いたくない」

　美知はシンクに戻ってマグカップに湯を注いだ。

「美知」

「…………」

　ティーバッグを何度か揺らして捨てれば、秀一を無視して足早に給湯室を後にした。

（なによ、ムカつく。ちゃんとわかってるんじゃない。なにが〝はじめまして〟よ。なにが〝俺たちはもう赤の他人だ〟よ。バカにして！）

　福利厚生の一環で自販機のドリンクは安く設定されている。わずかなことだと思ってやったが、大後悔だ。こんな目に遭うなら無視すればよかった。仏心を出した結果がこれとは、そう思えば思うほど腹立たしい。

　怒り心頭で席に戻り、パソコンの画面を見つめるがなかなか冷静になれない。美知は腹立たしい思いを抱えながら深呼吸をした。そして体を大きくのけ反らせる。

（私……傷ついてるよね？　うん、傷ついてる。身内だろうが他人だろうが、健康を心配してどこが悪いの）

　そう思いながらも観点がズレていることにまたチクリと胸が痛む。

（秀一さんはそういう意味で言ってるわけじゃないこともわかってるくせに。なに傷ついてんだか。バカみたい）

　はじめまして、と初めて会ったという〝他人の顔〟をされ、次に認識しても〝他人の関係〟を強調された。秀一の気持ちは明確だ。だからイジイジしている自分が情けない。

「牧瀬さん」

「……ん、あ、はいっ」

　慌てて振り返ったらノートパソコンを左脇に抱えた下野がメモ用紙を差し出してきた。

「こんな時間からごめん。これを資料室から取ってきてもらえないかな。私さ、今から打ち合わせなのよ」

「了解です。机の上に置いておいたらいいですか？」

「お願い」

　そう言うと、バタバタと去っていく。それを見送り、美知は立ち上がった。資料室に向かい、メモ用紙に書かれているタイトルを探すと、背表紙が一〇センチくらいあるファイルを見つけた。

「これ？」

　ファイルは全部で五つ。このいかにも重そうな分厚いファイルを五つも運ばないといけないようだ。かといって二回に分けるほどでもない気もする。美知は雪崩ないようファイルを交互に重ねてから持ち上げた。

「おっもっ」

　どうも中に収納されているのは紙ばかりではないようだ。ＣＤやＤＶＤ、パンフレットのようなものも入っているのだろう。

　資料室を出て廊下をヨタヨタ歩いていたら、視界の端に秀一を捉えた気がした。

「みっちゃん、大丈夫っ!?」

「ふえ」

「持つよ」

　いつの間にか隣に山田が立っていた。山田は美知が返事をする前に手を伸ばしてファイルを三つ取り上げた。

「すみません、ありがとうございます」

「いやいや、こんなことくらいでお礼なんていいよ。ってか、その二つのファイルも重ねちゃってよ」

「これくらい持てます。大丈夫です」

「遠慮することないって。僕、男の子だから力持ちだし」

「男の子って、山田さん……ふっ、おかしい」

「そう？」

　たまらずふき出すと、山田もつられるように笑い声を上げる。二人並んで廊下を進みながら、美知はふと少しだけ顔を後ろに振り向かせた。

「…………」

「どうしたの？」

「……いえ、なんでもありません」

　秀一を見たように思ったのは気のせいだったのだろう。この廊下の反対側は男性トイレに通じているのでいてもおかしくはないが、ずっと秀一のことを考えていたので、勝手に姿を描いて見た気になったのかもしれない。

（しっかりしなきゃ）

「ねぇ、みっちゃん、うまい日本酒がそろってる店があるんだけど、今度行かない？」

「…………」

「みっちゃん？　聞いてる？」

「え？　あ、すみません。えーっと、なんでしたっけ？」

「日本酒を飲みにいく話。大丈夫だよね？」

　なにが？　と聞きたいところだったが、上司が話しかけていたのに考え事をしていて聞いていなかったというのがマズかったと思い、美知は曖昧に微笑んで「そうですね」と答えた。

「きっと喜ぶから」

　山田は上機嫌だ。なんだかよくわからないものの、機嫌がいいのは良いことだ。ヘタに話題を振るよりこのまま終わらせたほうがいいと思い、美知は微笑んで遣り過ごした。

　フロアに戻って下野の机にファイルを置くと、山田に礼を述べて席に戻った。

（あ、高杉たかすぎさん）

　メールボックスに返事がきている。美知は感謝の返事だと思いつつクリックすると、いきなり『やり直しをお願いします』という文字が目に飛び込んできた。

（え？　なに？）

　高杉は自分にミスがあることを謝罪しながらも、そういうミスを潰すためにチェックを頼んでいるのに、その最終チェッカーがケアレスミスしてはなんのために頼んでいるのかわからない、という手厳しい内容だった。他にもまだあるかもしれないので、一からやり直してほしい、時間はまだあるので、明日いっぱい待つ、とのこと。美知は息を止めてメールを三回くらい読み直した。

（ウソ、ミスしてる？　ちゃんと見直したのに）

　指摘された箇所を確認すれば、確かに間違っていた。それも色ナンバーの打ち間違いという単純なものだった。

（あちゃーー。ちゃんと間違い見つけているのに、それの番号打ち間違えてどうするのよ、私。バカすぎる！）

　思いもしないミスならまだ「未熟者」と言って反省で済んだかもしれない。が、わかっているところをタイプミスし、あまつさえそれを最終確認でスルーしている鈍どんくささは情けなさすぎて泣けてくる。

　美知は一からやり直しという現実より、自分の軽率さに限りなく失望して肩を落とした。

　さて、やろう！　と思った矢先、メールアプリがピコンと音を立てて着信を知らせる。送信者が高杉とあって美知の心臓が大きく跳ねた。

（なんだろう、まだあったのかな）

　恐る恐る展開すれば、

『明日丸一日待つから無理するなよ』

（あ……）

　弾かれるように振り返れば、高杉がこちらを見ていて目が合った。

（すみません）

　わずかに頭を動かして謝罪の気持ちを伝える。美知は座り直してパソコンに向かった。今日、一度チェックして、明日また行う。それで出そうと思う。でなければ明日、焦ってまたつまらないミスをしそうで怖い。

　集中して細かく色や要望の指定やアルファベット、数字を見ていき、三時間ばかりが過ぎた頃で一周目のチェックを終えた。

（終わった！）

　明日、もう二周くらい確認すればいいだろう。美知はホッと安堵の吐息をつき、帰り支度をしてフロアを出た。

（げ！　今日は当たり日!?）

　エレベーターの前に秀一がいる。どうしようか、と思っていたら、ポンと背中を叩かれた。

「牧瀬さん、珍しいね、こんな時間まで」

「あ、井ノ原いのはらさん」

　彼は『華デザイン事務所』の中で一、二を争うイケメンのデザイナーだ。人当たりもよく、後輩への育成にも熱心で社内外で人気が高い。美知もファンの一人だ。

「お疲れ様です。それがミスしちゃって、やり直していたから遅くなりました」

　そう答えたところでエレベーターが来たので、井ノ原と会話をしながら乗り込む。視界の端には秀一がいたが、意識の外に押しやった。

「誰だよ、居残りなんてさせたの」

「いえいえ、残っていたのは私の判断です。明日にしたら、今夜へこんでどうにもならなさそうだったので、一周チェックして安心したかったんです」

「なるほど」

「つまんない入力ミスとかしていて、なんかすごくショックです」

　肩を落としてそう言うと、井ノ原は美知のその肩を軽くぽんぽん叩いて笑った。

「ケアレスミスは誰だってやらかすことだよ。それは新人もベテランもないよ。ようは集中力だよね」

「ますます辛いです。しっかり集中して取り組んでいたつもりなのに」

「〝やってる〟と〝できてる〟は違うからね。そんなに落ち込むことはないよ」

　励ましてくれるのはうれしいが、だからといって、そうですね、とも言えない。浮上できない美知を井ノ原がまたぽんぽんと叩いた。

「牧瀬さんは真面目だなぁ。俺なんてミスしてもあんま気にしないもんな」

「社会人二か月半のド新人ですよ。ミスを気にしないなんてありえませんよ」

　口を尖らせてそう言うと、井ノ原は軽快に笑った。

「じゃあ今度、ぱーっと暑気払いにでも行こうか」

「いいですね！　ぜひぜひ！」

「なにが食べたい？」

「なんでもいいです。好き嫌いないんで」

「新見とかも呼んで、あいつに店チョイスしてもらおうか」

「はい！」

　エレベーターが一階に着き、扉が開く。美知は井ノ原とビルを出て、地下鉄の改札口を通ったところで別れた。

　いつもは乗ることのない時間帯の電車に揺られているとミスのことが蘇ってくる。するとまた気持ちが下向きになってきた。

（井ノ原さんに励ましてもらえてちょっと浮上したけど、ミスの内容は情けなさすぎてやっぱり泣けるなぁ。しっかりしなきゃ）

　そこまで考えた時、ふとエレベーターに秀一が乗っていたことを思い出した。スマートフォンだけ持っていたので仕事を終えて帰宅、というわけでもなさそうだった。

（残業するからコンビニにでも行くつもりだったのかな。アテフェロの人たちっていつも遅くまで残ってるイメージだし、システム部なんてもっと遅そうだし）

　特に今、エステ会社の新システム構築で忙しいような話を秀一ファンの誰かから聞いたような気がする。それにそのエステ会社の女性社長が秀一にアプローチし、彼が冷たい対応を取ったことで周囲が困った、というような話も聞いたような。

　美知の知っている秀一は礼儀正しく人当たりのいいイメージなので、冷たい対応がどんなものなのか想像するのが難しい。とはいえ、秀一のすべてを知っているわけではない。家の外での彼がどんな態度なのか知らないし、なんといっても五年前のことで彼は大学生だった。縁が切れて五年が経っている。彼が送ってきた社会人生活なんてわかるはずもない。

（他人だってハッキリ言いきられたんだから、もうあの人のことは考えない！）

　憤りとともに胸中で叫ぶものの、脳裏に疲れた面持ちの秀一が浮かべば怒りは急速になりを潜めた。

（なんだかしんどそうだったなぁ。仕事、キツいんだろうな。私みたいにまだ使い物にならない新人と違って現場引っ張ってるんだから。あの時、関根さんもすごく褒めたし、将来間違いなくアテフェロを背負っていくって。それに……）

　美知は自社の社長と『アテンドフェローズ』の社長の二人を思い浮かべた。四十代後半の双子の兄弟だ。二卵性とのことで外見はそっくりではないものの、性格や考え方はいかにも兄弟、といった感じだそうだ。

　美知の歓迎会の時も出席していて紹介された。盛り上がってくるとまるで漫才でも見ているように息がぴったりだった。

　秀一の内定が決まった時、てっきり大会社に入るものだと思っていたのに、五〇人程度の会社と聞いて驚いたのだが、決めた理由が社長の人柄だと言っていた。






　――学校の先輩なんだけど、会って話を聞いていて、人柄に惹かれたんだ。それに現場を経験しつつキャリアアップが図れるし、そのためにバックアップ体制が整ってる。会社の規模はまだ小さいけど、将来性も感じるし、ここで頑張りたいって思ってさ。






　瞳を輝かせて就職を希望した理由を語ってくれた姿は今でもハッキリ覚えている。だから美知も心から祝ったのだ。

（会社名もあの時聞いた気がしたけどまったく知らなくて……まさかこんなことになるとは思いもしなかったけど。あーー！　もう！　あの人のことは考えないって言ってるそばから考えてる。やめろっ、私！　意識の外へ押し出せ！　忘れろっ！）

　電車を降り、改札を抜けて外に出れば、うっとなるほど蒸し暑い。それに髪の毛がしっとりしているので雨が降るのだろう。空を見上げれば、雲に覆われているようで星も月も見当たらない。まるで今の美知の心のようだ。

　美知は家路を急いだ。
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　トイレから出ると、前方を美知と山田が歩いている。二人ともファイルを手にしているので、先日運んでいたものを戻しにいくのだろう。ただそれだけのことなのに、秀一は激しい苛立ちを覚えて口をへの字に歪めた。

　やることは山積みだ。連日遅くまで残って取り組んでいるというのにまったく前進している感じがしない。それどころか、一つ終えれば二つすることが増えていっている状態で、一度どこかでガッツリ休んでリフレッシュする必要がある。体が、ではなく、心が、である。

（くそっ）

　もし美知と二人で過ごすことができたら、この蓄積された疲労感は一気に解消するだろうと思いつつも、美知にアプローチしていいのだろうか、いや、もう他人だからいいはずだ、とグルグル迷ってしまう。さらに迷っている優柔不断な自分に腹が立つ、というのを繰り返している。

　こちらはこんなに苦しんでいるというのに。だからこそ、女に手の早い山田が美知の傍にいることがたまらなくムカついた。

　そのまま自席に戻ろうとしたが、気が変わった。二人の跡を追う。

　先日は資料室からファイルを持ち出して歩いている美知に、山田が声をかけて手伝っている様子だったが、今はそれを戻しに向かっている。資料室に二人になる、というシチュエーションを想像すると、なんだか嫌な感じがしたのだ。

　山田は女癖が悪いと有名だし、美知のことを気に入っているようだと関根が話していたし。

（なにかあってからでは遅い）

　考えるほどに秀一の足が速まった。

　資料室に到着すると、深呼吸をしてそっとドアノブを回す。手前に背の低い棚、奥に行くほど背の高い棚が設置されていて、二人の姿はすぐに見つかった。

（あいつっ）

　思った通りだった。山田は美知の左腕を掴んで、やや屈みがちになっている。二人の手にはすでにファイルはないので、仕舞い終えて迫っているのだろう。現に美知の顔は引きつっている。

「他にも誘いましょうよ、山田さんお勧めのお店なら、喜んで参加する人いっぱいいると思います。それに大勢のほうが楽しいし」

「カウンターだけの店だから会話できないよ。前に四人で行ったけど、結局二人ずつの会話で終わっちゃってね」

「でも……」

「なに？　俺と二人はイヤかな？」

「母と二人なんで、外食する時は予定を話すんですが、きっと心配すると思うんです」

「どうして？」

「山田さん、異性だから」

　山田の片側の眉が動いた。不快なのか図星を指されてドキリとしたのかはわからないが、気にせず続ける。

「すみません、失礼なことを言って。ウチの母、心配性なんです」

　本当はそうでもないのだが、ここは母のせいにして、自分は山田と食事にいくのを嫌だと考えているわけではない、という含みを持たせて逃げ切りたいところだ。だが、そんな返事では山田をかわすことはできなかった。

「前は乗り気で行くって言ったじゃないか」

「えぇっ？　私、そんなこと言いました？」

「言ったよ」

「……もしかしたら、最近ちょっと気がかりなことがあって集中力がないもんですから、お話の最中に考え事をしていたのかもしれません。それより、やることがあるので、席に戻りましょう」

「えー、みっちゃんから行くって聞くまで戻りたくないなぁ。それにもう予約しちゃったしさぁ」

　秀一は、お前はガキかっ、と衝動的に怒鳴りそうになったのを押し止め、二人に歩み寄った。

「なんなら、俺がお供しますよ、その店」

「え？」

「あ」

　秀一の底冷えするような声音と、視線だけで射殺しそうな目つきに二人は目を瞬かせた。

「沖田君じゃないか。いきなり声かけるから驚いた」

「せっかく店を予約したのに、彼女は行かないって言ってんでしょ？　だったら俺が代わりに行きます」

「えーー、いやぁ、俺、男と二人デートする趣味ないんだよなぁ。けど、部下をしつこく誘ったって誤解されるのは困るから、今回はあきらめるわ」

　山田は軽い口調で言い返し、はははっと笑って歩き始めた。戸口まで行くと顔を向けて、美知に「お先に」と声をかけて出ていく。秀一はそれを睨みつけつつ見送ってから美知に向き直った。

　目が合うと美知の口から「ありが」という音を聞いたような気がしたが、それよりも「隙ありすぎだろ」という秀一の冷たい口調の言葉がかぶさり遮っていた。

「――え」

「前のエレベーターでもそうだったけど、男にやさしくされて喜んでるっぽく見える」

「喜んでる!?　私が？　なに言って――」

「山田は女癖が悪いって知れ渡ってるんだ。特に女性スタッフはみんな気をつけ合ってる。聞いてるだろ？」

　美知は勢いのまま怒鳴ろうとしたのかもしれない。だが、冷めた目つきで見下ろしている秀一の迫力に呑まれてしまったようだ。

「……それは知ってるけど」

「だったら不用意にこんな場所で二人きりになるな」

　頭ごなしに言いきられて腹が立ったのか、美知が眉間に深い皺を寄せて睨みつけてきた。

「ファイルを運ぶのを手伝ってくれるっていうのを断れなかっただけだし、ここ会社よ？　しかも真っ昼間。二人きりとか、意味わかんない。そんなこと言ってたら仕事にならないし、それ、ヘタしたら名誉毀損じゃない」

「名誉毀損？」

「そうでしょ？　なにもないのに変に警戒するなんて失礼だし、されたほうも腹立つでしょ。秀一お兄さん、もしいきなりスタッフから『私にいかがわしいことしようと思ってたでしょ』なんて言われたらどう思う？　失敬だって絶対怒るでしょ。こういうのデリケートで見極めが難しいのよ。でも私、ちゃんと警戒して気をつけてたから、ホントにヤバかったら……なに？」

　秀一が両目を大きく見開いて固まっていることに気づいた美知が首を傾げた。

「あ……いや、なんでも……けど、お前、男にやさしくされてうれしそうにしてるから、山田もまんざらじゃないって考えるんだろうが」

「うれしそうって……」

「愛想よく笑ってたら誰だって勘違いするし、下心のあるヤツなんかにはその気にさせて勢いづかせる。もっと気をつけろ」

　美知は明らかに不愉快な表情で秀一を睨んでいる。その目が潤んでいることに気づいてハッと目を見開くと、美知はさっと身を翻した。

「あ、おい。美知！」
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　そのまま早足で歩き、資料室から出ていった。バタン、と大きな音を立てて扉が閉まる。静かになった資料室に一人残された秀一は、しばらく動けずその場に立ち尽くしていた。

　その後、我に返って自席に戻るも、まったく集中できないまま夜になってしまった。時計はもうとっくに日をまたいで一日の歩ほを進めてしまっている。

（ダメだ、今日は使い物にならない）

　脳裏に美知とのやり取りが蘇る。






　――そうでしょ？　なにもないのに変に警戒するなんて失礼だし、されたほうも腹立つでしょ。秀一お兄さん、もしいきなりスタッフから『私にいかがわしいことしようと思ってたでしょ』なんて言われたらどう思う？






　バクバクと心臓が激しい音を立てている。顔がやたら熱い。






　――秀一お兄さん。






　ギュッと目を瞑った。

（マジかよ。全方向で萌えるんだけど！）

　全身の血液が下半身に集まってくるように感じ、秀一は両手で顔を覆った。

（ヤバい。ヤバいヤバいヤバいっ）

〝秀一〟という名前呼びも、〝お兄さん〟という言葉も、まだ家族的な距離があるのかといううれしさも、俺たちは名実ともに他人で一人の男と女だという気持ちも、なにもかもが混ざり合って頭の中はぐちゃぐちゃだ。

（うーーー）

　そんな中で一つの感情が盛り上がって破裂し、他を圧倒していく。心が一つの想いに染まっていく。

（俺……やっぱ美知が好きで、忘れられないのか）

　家族として暮らした五年間。避けられて傷ついたり、それが照れからのものとわかってうれしかったり。日々の小さな交流、勉強を見てやって礼を言われたこと、一緒に料理をしている最中に失敗して笑われたり。そんな取るに足らない小さな出来事の積み重ねから、美知のやさしさや素朴さ、純粋さがかわいくて、守ってやりたくて、だが一人の女性として魅力的で、秀一は家族であることと血がつながらない現実の狭間でずっと葛藤してきたのだ。

　だが、どれほど悩んでも、迷っても、行き着く場所は一つだった。それでも大いなる力によって引き離されて、やはり家族だから愛してはいけないんだと思い、力でねじ伏せてあきらめることに徹した五年間だったというのに。

　再会してしまった。そして、手の届く場所にいる。

（美知――）

　メールを転送設定にし、バタバタと片付けを始めてビルを飛び出した。歩いて帰ろうかと思ったものの、小雨が降っている上にやたら蒸し暑い。小雨のおかげで湿度が高いのだろう。一駅だが地下鉄に乗ろうとした秀一は、ポケットの中でスマートフォンが震えたことに気がついた。

（またかよ）

　送信者は『カメリアクラブ』の社長、長濱映子だった。至急とある。大学時代から携帯もメールアドレスも変えていないのに、名刺にプリントされている会社のアドレスにメールをしてくるところを見ると、秀一の連絡先を削除してしまったのだろう。

　メールを展開すれば、電話が欲しいといった内容だった。送信先が秀一だけになっているので仕事の内容ではなさそうだ。それに電話というのが胡散臭い。

（自分から俺を切ったくせに、今さらなんだっていうんだ）

　不用意に携帯から連絡して番号を知られたくないと思い、取って返して会社に戻る。こんな時間だが、席にはまだスタッフが数名残っているので、手近な会議室に入り、そこから映子の携帯に電話をかけた。

『もしもし』

「長濱社長ですか？　沖田ですが。至急とのことでご連絡差し上げましたが、なにかありましたでしょうか」

『秀一？　この番号は？』

「……会社の電話ですが、なにか」

『あら』

　秀一の電話番号を知ることができなかったので失望したような声音だった。が、それから『ふふふっ』と笑い声が聞こえてくる。

『よそよそしいのねぇ。プライベートな話がしたいんだけど、ダメかしら』

「…………」

　また『ふふふっ』と聞こえ、もう苛立つ気持ちを抑えられなかった。

「なんの用だよ。仕事のことならメールに書けばいいだろ。つーかさぁ、みんなの前で下らない誘いすんなよ」

『下らないって心外。ねぇ、久しぶりに食事に行かない？』

「行かないっての。なんで今さらお前とメシ食いに行かなきゃなんねーんだよ」

　苛立ちのまま言えば、電話の向こうの映子は少し黙り込み、それから何事もなかったかのように続けた。

『ねぇ、よりを戻さない？』

「……は？」

『卒業してから忙しくて秀一とは疎遠になっちゃったけど、でも仕事でいろいろ人づきあいをして、秀一が一番相性良かったなって考えていたところで再会して、やっぱりこれだって思ったのよ』

　一瞬で頭の中が真っ白になり、奥底から怒りが湧いてくる。だが、相手は元カノであると同時に取引先の社長だ。感情に任せて怒鳴り、万が一取り引きをやめるとか、契約内容に文句を言い出すなんてことがあってはならない。秀一は奥歯を噛みしめた。

「その〝人づきあい〟ってのは、利益のありそうな男って意味？」

『失礼ね』

「お前が上昇志向の塊ってことは俺が一番よく知ってる。けど、それを責める気はないし、離れていった者を追う気もない。俺たちは終わったんだ」

『また始めればいいのよ』

「いや、今の俺には、お前は取引先のトップにしか見えない。だからって仕事のためにゴマをする気もない。『アテンドフェローズうち』は自分たちの仕事に誇りを持っている。仕事欲しさに媚びる会社じゃない。正々堂々やりたい。もうプライベートに食いこむような話題を振るのはやめてくれ」

　電話の向こうで沈黙が起こった。機嫌を損ねたのかもしれないが、そんなことは秀一には関係ないし、どうでもいいことだ。

　秀一は受話器のコードを指でグリグリと弄りながら返事を待った。

　が、無言が続いて激しく焦れた。

「聞いてるか？」

　早く電話を終わらせたくて催促する。映子の息づかいが受話器越しに伝わってくる。

『ええ、もちろんよ。でも私はあなたとやり直したいと思っているのよ。聞けば、女性にまったく興味がないって言われているみたいだし。元カノの私なら可能性があるんじゃない？』

「ない」

『――――』

　間髪入れずキッパリと否定され、絶句したような沈黙が起こった。秀一はここで畳みかけに入った。

「実は好きな女がいるんだ。ずっと想ってた。けど、立場が立場なんで手は出せないと思ってた。一度はあきらめたけど、再会してさ。今度こそって思ってる。だからお前の希望には添えない。悪い」

『立場が立場って……もしかして、義理の妹のこと？　美知ちゃん？』

「え？」

　まさかの指摘に、今度は秀一が絶句する番だった。

『ホントなの？　ウソ、信じられない』

「……どういう意味だ？」

『どうって……いやね、無自覚だったんだ。へぇ、意外。私とつきあってる時からなにかあれば、美知が美知がって言っていたわよ？　血がつながらないのにずいぶんかわいがっているんだなって思っていたけど、そういうこと。じゃあ、私とつきあったのは美知ちゃんへの気持ちを紛らわせるためだったの？』

「違う」

　映子が『ふふふ』と低く笑った。それがひどい嘲笑に思えて秀一は血が逆流するような錯覚に襲われた。

『ホントかしら。でもいいわ、信じるわよ。でないと、私も惨めだから。ねぇ、秀一、あなたたちが交際することになったら私もあきらめないといけないでしょうけど、美知ちゃんが秀一を振ったら私とより戻してくれる？』

　映子のあまりの言葉に秀一は完全にフリーズしてしまった。たった今感じた全身からの熱が一気に冷めて、それどころか氷下に転げ落ちた感じだ。当然ながらその隙は映子に余裕を与えることになった。

『会ったことないけど、いつもあなたから聞かされていた美知ちゃんって、礼儀正しくておとなしい子の印象だったわ。常識があればあるほど家族となった人と恋愛関係を築こうなんて思わないわよね。まぁ、せいぜい頑張ってアプローチしなさいな。でも振られても私にウソはつかないでよ』

「お前に関係ないだろ」

『あら、賭けよ。大人の男と女の賭け。交際のスタートの仕方に好きとか愛とか、必須じゃなくていいでしょ？　ねぇ、来週の金曜日、飲みにいきましょうよ』

「…………」

『秀一？』

「その日はダメだ」

『どうして？』

「どうしても。それに予定がなくてもお前とは会わない。じゃあな」

『ちょっと待って――』

　長濱がまだなにか言っているのも無視して受話器を電話に叩きつけた。

「クソッ！」

　舌打ちしてから両手で顔を覆う。不要なことを言ってしまったと今さら悔やんでも仕方がない。

（なにが賭けだ。勝手なこと言いやがって。でも、あの映子のことだ、絶対邪魔してくる。……いや、でも、美知が華デザにいること、わかるわけないよな。誰も俺たちの関係を知らないんだから。問題は映子じゃなく、山田のほうだ。あのオッサンがヘタに手を出す前に美知とのことを決着つけておいたほうがいい。それに来週の金曜は七月一日で美知の誕生日だ。どうしようか悩んでいたけど、もう迷うのはやめだ！）

　思うが早いか、秀一は会議室を飛び出した。映子と電話をしていたことによって終電の時間はすっかり過ぎている。仕方なく早足で自宅マンションへ急いだ。蒸し暑さはさっきと変わらない。少し歩くだけで汗が湧いてきて流れていく。だが秀一は早く帰って美知の誕生日を機に気持ちを伝えると決意し、もうそのこと以外考えられなくなっていた。

















第五章












（お母さんってば勝手なことして）

　電車に揺られながら、今朝起こったことを思い浮かべる。

　朝起きたらスマートフォンが点滅していて、メールの着信を示していた。誰からだろうと思って見てみれば、教えたはずもない秀一からのものだった。

　最初はシステム管理の担当という立場から知り得て送ってきたのかと考えたけれど、さすがにそんなことはないだろうと思い直し、まさかもしかしてと母に尋ねてみれば、聞かれたから教えたというのだ。

　改めてメールを見返す。そこには七月一日、六時四五分、日比谷公園で待っている、と書かれていて、美知には呼び出される身覚えがないから首を傾げるばかりだ。

（しかも、社内じゃなくて、日比谷公園ってどういうこと？）

　メールの内容は日時と場所を指定した出頭要請だった。だが、場所が場所だけに意図がよくわからない。

（仕事とか会社のことならこんな場所、指定しないよね？　ってことは、秀幸さんのこととか？）

　そう考えたら急に言い様のない苛立ちが湧いてくる。このいきなり一方的な指示だけではなく、資料室での言い草も蘇ってきてイライラはますます高まってきた。

（他人だから心配する必要がないって言ったのそっちじゃない。どうして私がこんな目に遭わないといけないのよ。絶対行かない）

　美知はメールをゴミ箱に入れ、さらに削除した。もちろん秀一のメールアドレスを登録するようなこともしない。

　会社に到着し、頼まれているデータの整理をしていると、スマートフォンのライトが点滅している。確認すればまたしても秀一からだった。

　返事がないが読んだか？　と問うもので、美知の顔がゲゲゲモードになる。

（意外にしつこい？）

　一瞬とても重要な内容なのか、とも思ったが、であればここまで出向いてくるだろう。

（この前の続きのような気がする。嫌な予感しかない。無視無視）

　またしてもメールをゴミ箱に捨て、さらにゴミ箱も空にする。すると今度は内線が鳴った。

　内線番号の四桁の冒頭が「７」となっていて、これは『アテンドフェローズ』を示す番号だ。

　美知は「７」の数字に、この電話の相手が秀一であることを察した。しかしながら、秀一に割り当てられている内線番号まで覚えていないので、これがそうだと断定はできない。

「はい、牧瀬です」

『美知、俺だ。メールのことで確認を取りたい』

　美知はげんなりしつつも素早く電話のディスプレイを確認し、そこに表示されている数字をメモした。今度からこの番号からかかってくれば無視しようと思う。

「仕事中なんですけど」

『返事くらいすぐだろ』

「仕事中にプライベートなやり取りはしたくありません。メールは見ました。以上です」

『この日、あけて――』

　カシャンと小さな音とともに受話器が電話機に収まった。またかかってくるかと構えていたが、さすがに業務中で会社の電話を使っていることに気が引けたのだろう。鳴ることはなかった。

「……はぁ」

「どうしたの？　クレーム？」

「いえ、そんなんじゃないです」

「変な電話だったら男性陣に代わってもらいなよ？」

「はい」

　隣から気遣いの言葉がかけられて美知は笑みで応えた。

　気を取り直してパソコンのディスプレイを見つめるが、秀一の行動がよくわからなくて頭の中が整理できない。

　はじめましてだの、他人だのと言って突き放しておいて、今になってこのメールや電話攻撃はなんなのだろうか。心当たりはあの資料室でのやり取りだが、秀一の機嫌を損ねるような内容ではないはずだ。そもそも〝他人〟なのだから。

（しかもさ、誘われて喜んでる、みたいな言い方して。失礼しちゃう）

　フッと短い息を吐き、今度こそ画面に集中した。

　それから数日。

　美知はイライラしながら過ごしていた。指定された日に行くか行かないか、今からさっさと秀一の席に出向いて話を聞けばいいのではないか、と考えたり。

　結局、なにもせずに秀一が指定した日を迎えた。クローゼットを開いて服を睨みながら迷いに迷い、行かない結論を出した。だからいつも通りのパンツスーツで出勤し、いつも通り仕事をし、いつも通り定時で席を立とうとした。

（あ）

　スマートフォンが震え、ライトが点滅している。ドキッとなりつつ確認すると母からだった。

（お母さん……え？　マジ？　だってお母さん、私の誕生日だからご馳走作ってケーキも用意してるって言ってたくせに）

　急な用事で帰りが遅くなる。だから夕食の用意もできない、という内容だった。

（うーん、デパ地下で好きなもの買って帰ろうか）

　わざと秀一のことを思い出さないようにしている自分がいることに気づいているくせに、そこに触れないようにしている。

　美知は眉間に皺を寄せてギュッと目を閉じ、右手をこめかみにやった。

（あーー、ダメだ。すごく気になって仕方ないよ。無視なんて、できない。だって……私、行きたがってるよね、怒ってるはずなのに）

　そこまで考え、美知は腕を組んでもう一度思考を巡らせた。自分の、秀一に対するこの怒りや苛立ちは、いつから、なぜか、ということを。

（〝なぜか〟ってのの理由は会社で再会した時に初対面の挨拶をされたから。だから〝いつから〟ってのは三か月前の四月。それに秀幸さんの健康のことを聞いたら他人だから心配しなくていいとか言われた。だから怒ってる。でも……）

　対面した時、「実は元家族なんです、久しぶり」と言えるものかと考えれば、言えるはずがない。親が連れ子同士で結婚したので家族になって、五年後に離婚したので他人になりました、五年ぶりの再会です――なんて面倒くさいことを会社の人に言うべきではない。第三者の立場になって冷静に考えたら、秀一の対応は正解だと思える。

　秀幸のことも当人の問題だから心配してもらわなくて大丈夫だ、と取れなくもない。誰だって身内を心配されたら「もっと心配してよ」とは言わない。感謝を述べつつ「ご心配には及びません」と言うだろう。

（秀一さん、丁寧で礼儀正しいけど、あんまりおしゃべりは得意じゃないから、言葉足らずだった、とも取れる。私が頭ごなしに冷たくされてるって思い込んじゃって、正しくキャッチできなかっただけとか）

　であれば腹立たしい理由は、他人行儀な態度を取られたことに対して、ということになる。それは裏を返せば、自分は〝他人ではない関係を望んでいる〟ということになる。

（私……）

　美知は両手をそれぞれギュッと握りしめた。

　一緒に暮らしていた時の秀一は、料理以外なんでもこなしてしまう器用人だった。なぜこんなに器用なのに、料理だけできないのか不思議だったが、その分、美知が作ったものは多少ダメダメでも「おいしい」と言って食べてくれた。

　突然家族になって一緒に暮らし始めたイケメン親子に対し、どうしようもなく恥ずかしい思いが勝ってしまったし、秀一のことを友達にからかわれたら拍車がかかってしまって目を合わせることもできなくなり、とにかく避けていた。それが料理がきっかけで距離が縮まり、そこから家族の形を作り出すことができたのに。

（嫌いなわけがない。眩しすぎて、学校の男の子がみんなタケノコとかキャベツに見えたくらいなのに。お兄さんって関係がうれしくて、でもすごく悲しい気がしたくらいなのに）

　憧れていた、というのは正確には間違いだろう。だから他人行儀な態度に腹が立った。つまり、傷ついたのだ。なぜなら特別な想いを抱いている相手だから。

　好きだから。

　だが、それよりも前に、家族だった。血はつながらなくても絆があればれっきとした、そして立派な家族だ。よこしまな想いなど抱いてはいけない。

　ずっとそう考えていた。心にブレーキをかけていた。

　その秀一に呼び出されている。

　行くか、帰るか。

　立ち向かうか、逃げるか。

　そこまで考えてハッとなる。

（立ち向かうって、なによ。敵なの？）

　刹那に違うと否定する。

〝はじめまして〟や〝他人だから〟に腹が立っただけで敵ではない。

（逃げるのは嫌だ。うん、行こう。しつこく確認してきたことの話がなんなのか、聞いてやろうじゃない）

　ガタンと音を立てて立ち上がり、美知は周囲に「お先です、失礼いたします」と言いつつフロアを出た。

　地下鉄で日比谷駅に行き、公園入り口の一つに到着したのは指定時間の一〇分前だった。東の空は青みが深まり、夕暮れに染まる東京の街は次第に闇に包まれようとしている。うっすら暗くなってきている日比谷公園の中に入り、スマートフォンを取り出した。

「！」

　メールが来ていないか確認しようとすれば、いきなり鳴り出したので驚いてのけ反る。画面には電話番号が表示されているものの、電話の相手が秀一であることは考えなくてもわかることだ。愛子はメールアドレスだけではなく番号も併せて教えたのだろう。

「もしもし」

『今、どこだ？』

「グレースホテル正面の公園入り口だけど」

『そこにいろ』

　一方的に切られてしまった。まったく、とこぼしそうになって唇に力を入れた。文句ばっかり言っても仕方がないし、これからなにが起きるのかわからないのに、気持ちダークなのはよくないだろう。ニュートラルにしようと思い直した。

「美知」

　後方から名を呼ばれ、振り返ればこちらに向かって駆けてくる秀一の姿を捉えた。

（え）

　淡いブルーのワイシャツに黒のスラックス姿の秀一は社内で時々見かける服装でない。いつもはカジュアルなのでどうしたのかと目を瞬いた。

「もうちょっとおめかししてほしかったな」

「え！　だって……」

　朝の段階では来ないつもりだった、とは言えなくて、もにょもにょしてしまう。秀一は笑いながら「いいよ」と言い、美知の肩に手を遣って歩き出した。促される形で美知も歩く。

「いつももっとカジュアルじゃなかったっけ？」

「美知と約束してるからだけど」

　ドキンと心臓が跳ねる。そんな返事はないだろう、反則だと思うが、とても口に出して言えない。

「どこ行くの？」

「目の前のグレースホテル」

「なにしに？」

　目を丸くして問えば、秀一はまた笑った。

「メシ食いに決まってるだろ。七時なんだから」

「え……」

　あれよあれよという間に高級ホテルに入り、エントランスフロアを通り越してエレベーターに乗る。最上階で降りればフレンチの前にやってきた。

「ちょ……ここ？」

「ああ。予約しておいた」

「でもぉ」

「なんだよ、お前、今日誕生日だろ？　うまいメシ食って祝おう」

「――――」

　秀一の口から飛び出した言葉に目を瞠り、頭も心もグルグルする。心臓が派手な音を立てて打ちつけ、全身が燃えているように熱くなった。

（ま、マジで？）

　いつもと違う服装も、このためだったのだ。美知は顔を合わせた時の秀一の言葉を思い出してものすごい後悔に襲われた。

（バカ、私）

　高級ホテルの高級フレンチで秀一が誕生日を祝ってくれる。もっとおしゃれしてくるべきだった。それなのにつまらない意地を張っていたなんて。

　四月からずっと自分の中にあった怒りや苛立ちがまるでなかったかのように消えてしまっている。

（私って……チョロすぎる）

　それでもうれしいと思っている気持ちを否定することはできない。自分は偽れない。

（ズルいよ。こんなの絶対流されて許しちゃうよ）

　秀一について店に入れば、タキシードを着たスタッフがやってきて席に案内してくれる。窓際の席で、暮れていく東京の街が一望できる場所だった。グラデーションに染まる街並みは一瞬の黄昏に揺蕩たゆたい、文字通り輝いている。

　すでにコースを頼んでいたようで、スタッフに聞かれたのはドリンクだけだった。ロゼのスパークリングワインを頼んで乾杯する。口に含むとほんのり甘さが広がった。

「おいしい」

「シャンパンでもよかったけど、美知、ピンク好きだろ。それにドライよりやや甘口のほうがいいかなって」

　いろいろ見透されていてうれしいやら恥ずかしいやら。だが秀一が細かいところまで考えて今日を設定してくれていたのだと思うと、体の奥深く、芯から痺れが起こって鼻の奥が痛くなった。

「美知？」

「……ありがとう。私……返事しなかったり、無視したり、ごめんなさい」

「怒らせたからな」

「だって、男の人に媚びてるみたいな言い方するんだもん。私は私で、私なりにうまくやってるつもりなのに」

「ん。それについては俺が悪かった。その……ちょっと、いや、かなり……妬けたから」

「え？」

　驚いて秀一の顔を見つめれば、当の本人はきまりが悪そうに顔を背けている。

「今、妬けたって言った？」

「言った」

「なんで？」

「なんでって……」

　そこで秀一は口を噤み、テーブルに近づいてきたスタッフに顔を向けた。テーブルにオードブルがセットされる。白磁の皿にエビやサーモンの赤、アボカドやブロッコリーの緑、キャビアの黒、ウニの黄色、鰯の酢漬けのうっすらとした青など、色とりどりの料理が並んでいる。

「うわぁ、きれい。食べるのもったいない」

　そんなことを言いながらも実際はスパークリングワインを飲みながらパクパクと口に運ぶ。あっという間に食べきってしまった。

　次はヴィシソワーズが運ばれてきた。ガラスのカップまでしっかり冷やされていて、のど越しがいい。

「すごくおいしい」

「それはよかったな」

　スープが終わればポワソンだ。今日はイセエビのクリームソースだそうだ。これもあっという間に平らげてしまう。

「あー、もっとゆっくり食べたらよかった。あんまりおいしいから焦っちゃったよ」

「また来ればいいだろ」

「こんな高いところ自腹じゃ無理」

「俺の誕生日もここにしようか」

「えーー？　自腹無理って言ってるのに、秀一お兄さんの分まで出せるわけないじゃないの」

「…………」

　急に秀一が黙り込み、じっとこちらを見つめてくる。目力がすごくて視線を逸らせることができない。心臓が急に激しく打ち始めた。ドッドッドッドッという振動を全身で感じて緊張を煽る。秀一に気づかれないようにするのが大変だ。なぜなら顔が熱い。アルコールだけが原因ではないことくらい、きっとお見通しだろう。

「え、っと」

「美知がつきあってくれるだけでいいよ。メシ代は自分で出すから」

「それじゃあ、お誕生日のお祝いにならないじゃない」

「だから、美知に祝ってほしいだけで、金の問題じゃないから」

「それは……」

　コースのメインディッシュであるヴィアンドが運ばれてきた。なんと返事をしていいのかわからなかったので助かった。テーブルに置かれた大きな皿には、ブルーベリーソースがかけられた牛フィレ肉のグリルが載っている。

　同時に赤ワインとそれに合うグラスもセッティングされた。秀一があらかじめ料理に合うワインを頼んでおいたのだろう。

　注がれた赤ワインの色はやや明るく、香りもフルーティーで爽やかだ。

「どうかした？」

「前にワインバーに連れていってもらったの。あ、女四人だったんだけど。その時、シラーズってワインを飲んだんだけど、渋くて最初戸惑ったの」

「それは確かに渋いな。これはピノノワールだからシラーズよりははるかに軽いよ」

「秀一お兄さんもワインに詳しいの？」

「んーー、そんなに詳しくはないけど、まぁ、有名どころくらいは。俺も渋いのはちょっと苦手かな」

　そんな会話を交わしつつ、フィレ肉にフォークを入れれば、まったく抵抗なくすっと切れた。

「うわ、なんかすごい」

　そして口に入れればブルーベリーの甘酸っぱさが広がり、後を追うように肉と脂の甘味がやってきて絡み合った。

「おいしい～」

　添えられている玉ねぎのグリルもまた違った甘さがあって絶品だ。

「ホントこのワイン、飲みやすい」

「調子に乗ったら立てなくなるぞ。でもまっ、俺がちゃんと送るから安心しろ」

「うん」

　最後、デセールが運ばれてきた。カシスのソルベ、濃厚なショコラのムース、カットされたメロンとパイナップルの盛り合わせだ。ドリンクも聞かれたが、ワインがまだ残っているのであとにしてもらった。

「実は美知にいろいろ聞いてほしいことがあるんだ」

「なに？」

「その前に、謝りたい。他人とか言ってしまったこと、悪かった」

　文句の一つも言ってやろうと思っていたのに、こんなふうに謝られたらとてもではないが責めるなんてできない。

「……それは、まぁ。けど、よく考えたら、知られたら説明が面倒だし、言われたほうも答えるのにも困るだろうし、初対面ってしたほうがなにかと楽だなって思ったから、うん、気にしないで。私こそ、態度悪くてごめんなさい」

　秀一は美知の対応が予想外だったのか、少々驚きモードのまなざしを向けている。

「あの……私、なんかヘンなこと言った？」

「いや、ごめん。えーっと、で、再会していろいろ思ったことがあるんだ。でも、それはここではちょっと言いにくいから後にさせてもらって、愛子さんに連絡した」

　いきなり母の名が出てきて美知は呆けた顔になった。なぜ秀一が母に、しかもなんの連絡をしたというのか。頭の中はますます混乱するものの、秀一の顔を見れば説明しようと思っているようなので、なにも言わずに待つことした。

「悩んだんだけど……心配させたらマズいし、ちゃんと伝えておくほうが後々トラブルになることもないし。えっと、今日、美知の誕生日を祝いたいから食事に誘ったこと、できたら離れていた間の話もいろいろしたいから、送り届けるのは明日にさせてほしいこと」

「…………いっ？」

　もしかすると、母が美知の携帯番号やメールアドレスを教えたのは、秀一が真摯に訴えるのを聞いて心を動かされたからなのかもしれない。いかに元義理の息子に頼まれたとしても、当人に確認せず勝手に教えることはないはずだ。懇意な関係なら美知本人が教えるだろうし、同じフロアで働いていていつでも顔を合わせられる状態であることを母は知っているのだから。

「だから、部屋を取ってるんだ。今夜、俺と過ごしてほしい。お前に伝えたいことがいっぱいあるんだ」

　それで今夜、急用があるから夕食の用意をしていない、というメッセージが送られてきたのだ。

「おかしいと思ったんだよね」

「なにが？」

「なんでもない。や、違う。お母さんのこと。でも、えーっと」

　顔が熱い。いや、体もだ。

（ストレートすぎない？）

　ドクドクドクと鼓動がうるさい。

「デザート、食べないと溶けるぞ」

「あっ、うん」

　ソルベが溶けかけている。美知は慌てて口に運んだ。

「コーヒーか紅茶飲む？　食べ終わったら部屋に移動したいんだけど」

「……そ」

　小さな声が口からこぼれ出た。きっと秀一には聞こえなかっただろう。だが、話したいことがいっぱいある、人がいたら言いにくい、ということならここは従ったほうがいいだろう。

　そう思いながら、でも、とも思う。

（私……喜んでるよね？　いろいろ、その、期待してるよね？　この状況で、お前のこと嫌いだ、なんて言われるはずないもんね？　私、好かれているって思っていいんだよね？　う、うわっ）

　胸中とはいえ自分で言った〝好かれている〟という言葉に、頭の中が爆発したように真っ白になる。

　今日、ついさっきまで秀一に対して怒りまくっていたのはなんだったのか。こんなにあっさりかつての関係に戻っているとは。自分でも呆れる。だが、そうは思うが、ホッとしている自分がいることも確かだ。

　そんな一人百面相中の美知に、秀一が不思議そうな顔をして首を傾げている。

「美知？　どうかした？」

「なんでもない」

「じゃあ、席立っていい？」

　問われて反射的に頷いていた。
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　そこから美知の記憶は完全に飛んでしまった。食事の精算時も秀一の近くにいたはずだし、エレベーターを待って一緒に乗ったはずだ。降りれば廊下も歩いているはずなのに、気づけば広くてゴージャスな部屋に立っていた。

（あう……）

　奥の広い窓には東京の夜景が広がっている。が、美知の目を引き、離さなかったのはベッドだ。この部屋はダブルベッドルームらしい。秀一の意図が伝わってきて今まで以上に緊張する。

「座れよ」

「……う、ん」

　ソファに座れば、秀一がミネラルウォーターをグラスに注いでテーブルに置いてくれた。

「ありがと」

「いろいろ……ホントにいろいろ話さないといけないことがあるんだけど、まずこれは先に言っておきたい。祖父じいちゃんの借金だけど、元本は返した。利息は法外で、今、弁護士を通して訴訟中だ。もうすぐ解決するだろう。親父の酒の量が増えたのも借金自体じゃなく、祖父ちゃんの友達が借りた相手が悪かったからで、今はほとんど飲んでないし肝臓の数値も標準になったから安心してくれ」

「そうなんだ。よかった」

　ホッとする美知に秀一が「で」と続けた。

「借金の問題が解決したら、親父たち、よりを戻すみたいだ」

「……え……ええっ!?」

「その筋の悪い連中がお前たちのところにまで取り立てに行かないようにしてたわけだが、若い娘である美知になにかあったらいけないってことで絶縁みたいな感じにしていた。けど、親父たちは連絡取り合って、うまく会っていたようでさ。つか、愛子さんが親父の体心配して励ましてくれたおかげなんだけど」

　まったく窺い知らぬことで、美知は目も口も開いて秀一の精悍な顔を凝視した。

「でもそれを知ったのは、俺が愛子さんに美知のことで電話したから教えられたんだけど、美知が好きなこと、美知とつきあいたいこと、今夜美知に気持ちを伝えたいから一晩借りたいこと、頼んだ。了解もらってる」

「――――」

「〝お兄さん〟じゃなくて、一人の男として接してほしい。いや、お兄さんもかなり萌えてヤバいんだけど、お前の言う〝お兄さん〟は意味が違うからさ。……美知、顔真っ赤」

「だって」

　秀一が美知の目の前に屈みこみ、スッと腕を伸ばして頬に触れてきた。

「だって、なに？」

「恥ずかしいよ」

「最初だけだ」

「誰ともつきあったことないの」

　そう言うと、秀一が少し驚いた顔をして、それから破願した。

「じゃあ、俺に任せて、委ねてりゃいい」

「……うん」

　頬に触れていた手を離し、今度は美知の右手を取った。そのまま口元まで持ち上げ、指先にチュッとキスをする。

「ちょ……」

　秀一が焦る美知の顔の高さに体を合わせ、じっと見つめてくる。

「ずっと美知が好きだった。その気持ちに気づくのが怖くて、妹だって言い聞かせて、目を逸らしていたけど、再会してお前が他の男に誘われているのを聞いてもうダメだって思った。観念した」

「……私だって会社の人に、沖田君は冷たいくせにものすごくモテるって聞いてムカムカしたよ」

「俺のものになってくれる？」

　言葉が喉に引っかかって出てこない。美知は少し唇を開いたままコクコクと頷いた。

「好きって言ってくれよ」

「……好き。大好き。私も、ずっと好きだった。好きだって思っちゃいけないんだって考えてた。再会して、冷たくされて、モテるってジカに聞いて、自分の気持ちに気づいたの。苦しかった」

　誤解していて正しくキャッチできずに強引だって腹を立てたが、誕生日を祝い告白してくれたのだ。ここで素直にならないといけない。でなければ、自分が求めている大切なものを本当に失ってしまう――そんな気持ちが心を占め、美知は伏し目がちになりながらも本心を述べた。

　フッと呼気が聞こえたので上目遣いに秀一を見る。やさしく微笑んでいる顔は美知が見慣れた秀一でありながらも、見たことのない妖しい色が瞳に宿っているようにも思う。だが、それは美知の体をゾクゾクと震わせる〝なにか〟があった。

「しゅう――」

　秀一の顔が近づいてきて、美知は口を噤んだ。同時に恥ずかしくて目も閉じる。

　ふわっと微かな空気の揺らぎを感じたかと思えば、唇にやわらかく温かな感触が起こった。

　急激に音や時間の感覚が消え、沈黙と唇に触れている感覚だけが認識できる。

　チュッと音がしてその唇が啄まれれば、今度は一気に美知の中に色が灯った。

　いかがわしく艶めいた色。体の奥深くから湧き上がってくる欲求。

　誰に教えられたわけでもなく、確かに知識としては知っているけれど、経験したことのない疼きが欲望の解決策を示している。

　欲しい――果てしない渇望が唇を通して伝わってきて、互いに求め合っていることを悟らせる。
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　早く早くと急きながら、美知は導かれるのをただ待つだけだった。

「ベッド、行こうか」

「……うん」

　聞こえるか聞こえないかくらいの小さな声は緊張のあまり掠れていた。

「あ」

　促されて立ち上がれば、体がふわりと浮く。気づけば横抱きにされていて、反射的に両腕を秀一の首に巻きつけていた。

　浮遊感はわずかな時間で、体はすぐに下ろされ、ベッドに寝かされた。見上げれば秀一の精悍な顔があり、じっとこちらを見つめている。だがすぐにその顔が降りてきて、また唇が塞がれた。

「……ん」

　喉元に気配がする。ボタンが外されているのを感じる。肌が空気に触れてひんやりとするからだ。

「あ、う」

　チュッチュッと音がして唇全体を舐められている音が響けば、胸元に向かった意識は羞恥をまとってキスに集中してしまう。耳からも官能の昂りを誘われていて、美知は熱に浮かされたように小さく呻いて揺蕩った。

　なかなか呼吸ができなくて苦しかったというのに、急に楽になったので大きく空気を吸い込む。少し落ち着けば、背中に秀一の手が潜り込んでいて蠢いている。なんだろうと思った瞬間、胸元が緩くなった。

「ひゃっ」

　ブラのホックが外れたのだ。

「あの」

「怖い？」

「え？　あ、ううん、そうじゃなくて」

「なに？」

「……驚いただけ」

　鎖骨のあたりに温かい呼気が当たり、キュッと吸引される感覚が広がった。

「んっ」

　舌先が首筋に触れた。美知の体がビクンと跳ねるが秀一はおかまいなしに触れてくる。舌がゆっくり降下する。それだけで背中がゾワゾワして全身の肌が粟立つ。

「フ――」

　意図せず息がもれた。自分で熱いと思うような熱のこもった呼気だ。それに激しく腰のあたりがざわめく。

「……あっ……ダ、メ」

　舌がやわらかな曲線を描く丘陵をのぼってくる。もうすぐ頂に達する。妖しい感覚に意識が集中し、もう他になにも考えられなくなっていた。

「震えてる。ずいぶん敏感だな。これでは先が思いやられる。もつかな？」

「それ、は――ひゃん」

　乳頭をキュッと甘噛みされて声が出た。

「かわいいな。こんなことで啼くなんて」

　やめて、と言おうと思うのに言葉が出てこない。ハクハクと口を動かすのが精いっぱいだ。ビリビリとした電流のような刺激が左胸から起こって腰が震える。

「まだ始めたばかりなのに。ホント、うまそうだ、俺の美知は」

「……んん」

　乳頭を強く吸われる。それから離れたかと思えば舌先が乳輪の周囲をゆっくりと沿って動く。濡れた舌先がなまめかしく意識が遠のいていく気がする。

「や、あ……」

　今まで感じたことのないいかがわしい刺激に背をのけ反らせてしまう。この感覚から逃れよう、遣り過ごそうとするが、どうにもうまくいかないし、左側の腰を大きな手がガッシリと掴んでいて身を捩ることさえできない。

「うぅん……ん……ぁ」

　呻くように声がもれるが美知自身の耳には届いていない。目を閉じて頬を赤らめて感じている顔を秀一がチラチラと見ているのもわからない。自分の体に起こっている抗えない官能のうねり以外、もう美知には感じ取れなかった。

「……ふ、あぁっ」

　乳頭を甘噛みしたまま引っ張れば、美知は熱っぽいため息をついた。それがたまらなくいやらしい。秀一も美知の反応に冷静さを失っているように見える。

「美知、美知……やっと」

（やっと？）

　美知はその続きを想像した。

　自由になる、なのだろうか。

　欲望のままにお前を貪れる、なのだろうか。

　どんな感情が秀一の脳内を巡り、自分を求めているのだろう。

　秀一の腕の中で頬を熱くして悶え、艶やかな吐息をもらし、やわらかな肌や乳房を晒している。そんな無防備で艶やかな美知の姿に、飢えを満たそうとミルクを貪る子犬のように必死になっている秀一の余裕のなさは、美知の欲望をたまらなく掻き立てた。

「んっんっんんっ！」

　クチュ、クチュと音を立てながら、乳輪を舐め、乳頭を吸い、乳房を揺さぶられる。そのたびに美知は顔を左右に振って電流のような喜悦を逃そうとした。

「ああっ！　そこっ」

　ブラウスのボタンやブラのホックを外されたことは覚えていたが、キスと愛撫にいっぱいいっぱいになっている間にボトムスを脱がされてしまったみたいだ。まったく覚えていないのだが、そればかりかショーツまで取り払われていて臀部も太ももも空気に触れてスゥスゥする。しかしながら秀一が動いて肌が触れると、そこから強い熱が感じられ、焼けつきそうな錯覚に襲われる。

「あう、秀一、さ……」

　チュッチュッとリップ音がして、秀一の唇は乳房から離れて臍のほうへと降りていく。肌は彼のキスを感じ取っているのに、体は大きな手に掴まれている両方の乳房と、人差し指の先でグリグリと押し回されている乳頭の先から起こる電流に翻弄されている。

　二つの刺激に溺れながら、美知は自分の中にある得体のしれない存在が核心に近づいてくるのを一生懸命振り払おうとした。

　はぁ、はぁ、とはしたないと思う呼気が響いている。それが自分のものだと思えば思うほど、羞恥でどうにかなりそうだった。

「や、やめ……だ、めっ」

　体の奥深いところが熱い。さらになにかが蠢いている。

「悪い。やめられない。やっと美知を好きにできるのに」

「でもっ、あっ！　そこは！」

　臍の周辺をキスしていた唇はさらに降下して下生えに至ろうとしていた。

「ダメ、よ、汚いからぁ」

　必死の訴えも秀一は聞いていないのか、あるいは聞く耳を持たないのか。返事もせずに愛撫に夢中だ。とうとう茂みの中に舌を潜らせ、やわらかな丘を割る狭い径をうねらせながら辿っていく。

　美知の喉がひゅーひゅーと鳴っている。うまく呼吸ができていない。息を吸おうとすれば甘やかでみだりがましい喜悦が湧いてくるので喉にグッと力を入れて止めてしまうからだ。

「ああぁん……だ、めぇ……」

　もうすぐ大きな快感がやってくる。体が騒いでいる。

　脳裏に〝早く〟という言葉が浮かび、美知は何度か顔を左右に振った。

「や、だ」

　求めている自分が信じられない。はしたないと思うのに、やめてほしくないと思っている。口からこぼれ出る言葉は、いや、とか、だめ、ばかりなのに、本心では早く進めてほしい、だなんて。

　はあ、はあ、と美知が吐く息が一段大きくなった。

　舌先は完全に秘花を捉え、花弁を舐め回したり奥にある蜜園の入り口を擦ったりを繰り返す。美知の腰がさんざん弄られて下腹部の奥深いところが激しく疼くこの感覚を早く鎮めてほしいとのたうつ。

「ひゃああ！」

　蜜口をズッと強く吸われて悲鳴が出た。さっきからとめどなく湧いている喜悦が急激に高まった。

「ダメっ！　ダメぇ！」

　なにがダメなのかさっぱりわからない。口から出る言葉も意思とは関係のないもので、もう言葉ではなく単なる音でしかなかった。

「もうダメ！　耐えられないーー！」

　強く吸われたかと思えば今度は熱い息を吹きかけられ、大事な場所が甘いいたぶりを受けている。美知はシーツに爪を立てて鷲掴みにし、必死にこらえた。早くなんとかしてほしくて顔や腰を左右に振りつける。

「あっくぅ！」

　ズブッと音がして深いところに物質の感触がある。それが指だと気づくのは一瞬だった。

　秀一は陰部に口をつけて舐め回し、吸ったり息を吹きかけたりしてさんざん愛しんだのち、指を入れてナカをかき回す。細い蜜道は突然侵入してきた異物を全力で押し出そうと蠢くが、それが逆に強い刺激を生んで奥深いところで蠢いている〝なにか〟を挑発する。

「あっ、あっ、あっ、あっ、あっ！」

　最初は一本で抽送していた指は二本に増え、不規則に動いてとてつもなくいやらしい。そのくせあちらこちら強く突いてきて気持ちいい。やがて指の動きはスピードを増してくる。するとそれまで滑りがそれほどよくなかったのに、ジュクジュクと泡ぶくんだようなみだりがましい音を伴ってスムーズに動くようになった。

「はあぁん」

　自分でも信じられないような声が出てしまった。なんてことだと思うのに止められない。

「しゅう……や、もっと……」

　疼きがひどくてどうにかしてほしい。美知はずっと我慢していた言葉をとうとう言ってしまった。

「気持ちいい？」

　コクコクと頷けば、秀一は身を起こした。急に愉悦が消えた。圧迫感がなくなったら腹部は楽になったのに喪失感がすごい。

　戸惑っている美知を無視し、秀一は彼女の両ひざの内側に手を差し込んで持ち上げた。

「ひゃああっ！　やだ、なにこれっ」

　足が垂直になり、恥ずかしい場所が上を向いて晒された。さらに足を開かされて秀一の肩にそれぞれ乗せられれば、蜜口がくぱっと開いて触れる空気を冷たく感じさせる。

「もう、こっちが限界。ごめん、あんまり、やさしくできない、かも」

　なんだかつらそうな秀一に少し冷静さが戻ってきた美知だったが、彼が腰を寄せてくることに気づき、その股間で盛っている威勢を見てしまってまた慌てる。

「わわっ」

　これが自分の中に入るのかと思った瞬間否定していた。

「無理。絶対無理だと思う」

「最初は痛いかもな」

「いやだって……」

「我慢してくれよ。早く美知と一つになりたい」

　一つに――その言葉が美知の心を突く。愛しさが怒涛のように押し寄せ、美知は考えるより先に両腕を伸ばしていた。

「美知」

　秀一の背中に腕を回してギュッときつく抱きつく。

　目を背けて見ないように、気づかないように、そして家族だからと心に蓋をしてきた。本当は気になって気になって仕方がなく、誰よりも輝いて見えて、憧れて、そして好きだったくせに。その秀一から一つになりたいと望まれて、愛しくないはずがない。

「わた……わたし、も」

「美知」

「一つになりたい」

　うん、と返事が聞こえた気がした。恥ずかしくて目を閉じている美知は、秀一がすぐに求めてくると思っていた。だが実際は静けさが漂っている。うっすら目を開ければ、秀一は手と口を使って小さなビニールをちぎっているところだった。

（あ）

　それからゴソゴソと動く気配がした。彼がなにをしているのか察し、おとなしく待っていると、蜜口に硬いものが押しつけられた。

（や、おっきい!?）

　やはりサイズが合わないと刹那に思う。それなのに秀一はグイグイと押しつけてきて容赦がない。

「いたっ、痛い」

「…………」

　秀一は本当に余裕がないようだ。「美知、美知」と何度も名を呼んで腰を押してくる。美知は強烈な痛みの中で必死に叫んだ。

（お願い！　入って。神様、この人のことが好きなの。好きなの！）

　裂けそうな痛みに息をすることもできない。ただ、お願いだから、お願いだから、と唱え続ける。

「んんっ！」

　目に涙がたまり、もう本当に無理だと思ったその矢先、体がカクンと揺れた。

（あ、れ？）

　なんだか詰まった感じがする。圧迫感がすごいが、美知は痛くてつい力んでしまう。

「美知、リラックスして、力抜いて」

「むりぃ～」

「先端が入った。ちょっとだけど美知とつながった」

　つながったと言われ、ビクンと心が跳ねる。

　ようやく、と思えば、もっと、と欲張ってしまう。

「好き、好き、秀一さん」

「俺も美知が好きだ。美知、大きくゆっくり息を吸って」

　グイッと強く押され、息を止めてしまう。美知は秀一が言うように、大きくゆっくり空気を吸い込んだ。

「吐いて」

「はあ……」

「いい感じ」

「……ホン、ト？」

「ん。半分まできた。もうちょっと」

「……うん」

　しがみついている腕にだけ力を入れ、腰はリラックス。秀一に預けてしまおうと思い、胸に顔を埋めた。また一段、グンと押される。圧迫感がより深いところまで侵入してきた。

　ガチンと互いの恥骨がぶつかり合い、互いにこれ以上深められないところまで愛しているのだと悟る。

「……はあ。全部入った。ごめん、美知、痛かったろ」

「大丈夫」

「ホントか？」

「うん。だって、うれしいから」

「――――」

　秀一は瞳を揺らし美知の微笑む顔を見つめて、すごい力で抱きしめてきた。美知も同じように腕に力を入れる。

　顔が離れれば、秀一はチュッとキスを落とした。

「動くから」

「うん」

　今まで下腹の奥にこんな質量など感じたことがない。みっちりと埋め尽くされていて重い。硬くて、熱くて、圧倒的な存在感。それが大きく引くと急に奥から緩んできた。

「あふっ」

　つられるように呼吸を取られ、息が口から流れ出る。が、ピタリと止まると今度はゆっくりとではあるが奥までひと思いに突いてきた。

「う、くっ」

　痛みを伴う衝撃に呼吸を止めてしまう。また引かれて息を吐き出し、突かれて止める。吸い込むタイミングが掴めなくて呼吸困難になってきた。

「あーー、気持ちいいっ」

　突然秀一が大きな声を上げた。驚く間もなく抽送が始まる。呼吸はますますできなくなって、美知はハクハクと口を動かすだけだった。

「あっ、ああ、やっ、やっ、も、もう、あっ、あっ、あん、あっ」

　パンパンパンと互いの性の口がぶつかり合う。

　愉悦でどこまでも昂り、全身が官能の炎で焼かれるような、腰からドンドン高みに引っ張り上げられるような錯覚。

「ああ、もう、もう、イっちゃ、うっ。イっちゃうぅーーー！」

　美知は自分を止められず、荒れ狂う中で叫んだ。

「美知、俺、も」

　秀一がこれ以上ないほど強い力で抱きついてきて、それから解放された。

　だが美知の意識は混濁したまま浮遊し、そのまま途切れてしまった。
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「あ、れ？」

　ふと意識のピントが合い、自分が覚醒したことに気がついた。

「寝てた？」

「うん。久しぶりに美知の寝顔見られたよ」

「！　なっ」

　恥ずかしくて顔が一気に熱くなる。美知は赤く染まった頬を両手で覆った。

「やめて」

「まぁ、寝顔見るなって言うならそれでもいいけど……今の状態は寝顔より恥ずかしいんじゃねぇの？　お前にとっては」

「へ？」

　ニマニマしている秀一の顔を凝視すれば、彼の視線が動いた。それに合わせて自らの視線を下げれば……

「ひいぃ！」

　全裸の自分が横になっている、という始末。慌てて身を起こそうとすれば、今度は下腹部の、恥ずかしい場所にガツンと痛みが走った。

「くうぅ……」

「どうした？」

「うぅん、なんでも」

　ぷるぷる震えながら布団の端を握りしめて体を隠す。そんな美知を秀一は怪訝な顔をして覗き込んでくるが、ふいにハッと目を見開いた。

「初めてだから痛かったか？」

「ズバリ言わないの！」

　思わず怒鳴るように叫ぶと秀一はしょぼんとなった。まるでヘタれている三角形の耳としっぽが見えるようだ。

「私がずっと抱いていた〝秀一お兄さん〟のイメージじゃない」

「……それ、美化しすぎだろ。まぁ尊敬してもらえるように、かっこつけてたけど」

「そうなの？」

「そりゃあまぁ、ほら、年頃の女の子が妹になるわけだし、紹介された子はずいぶんかわいいし。その子がなんだかこっちを避けてる感じで、嫌われてるのかなぁとか考えたら、かっこいい〝お兄ちゃん〟じゃなきゃ挽回できねぇって思うだろ？　やっぱさ」

　イケメンの親子があまりに素敵で、照れくさくてどういう態度を取り、どう接していいのかわからなかっただけなのだが、秀一がそんなふうに考えていたなんて。

（知らなかったぁ、そうだったんだ。いつもスマートだから、そういうの無縁の人だとばっかり思ってた）

　秀一が美知の髪を梳くように撫でてくる。その手が温かい。

「入社してすぐくらいかな、アテフェロにイケメンがいるんだけど、女性に興味がないらしいって言われて、それが秀一さんで、すんごく複雑だったの。けど……なんていうか、大人気でみんなきゃーきゃー言ってる感じでもないのよね。対応が冷たいって」

「普通だけどな。特別に親切にすることでもないし、それに、まぁ、親切対応が禍を呼ぶってのはさんざん経験してるから塩対応って言われても反論はしないけど」

「塩どころじゃないよ。氷結対応って言われてたよ。あ、そうそう、今、お仕事を受けてるエステ会社の社長からアプローチされて、空気凍るような対応だったって誰か話してた。『カメリアクラブ』だっけ、人気の。社長さんって美人なの？」

　すると秀一は顔をしかめた。

「どうかした？」

「……いや」

　なんだか秀一らしくなく歯切れが悪い。美知は小首を傾げて秀一の顔を覗き込んだ。

「長濱映子って名前なんだけど、大学時代につきあってた」

「え……え？」

「ごめん。やっとこ結ばれたこんな時に言うべきじゃないってわかってるけど、誤解させたくないから。ちゃんと説明するけど、聞ける？」

　問われて少し逡巡する。だが、聞きたくないと断っても、気になって仕方がなくなるのはわかっている。気持ちを確認し合い、男女の関係になったばかりの今、秀一の異性関係を聞くのはいい気がしない。知らないこととはいえ冗談を含めた話題の振りが、まさかこんなことになろうとは。

「悪いほうでの瓢箪から駒だ」

「は？」

「うぅん、いいの、こっちのこと。聞くから話して」

　秀一は手を組み、両腕を頭の下に回して天井を見上げた。

「家族として接することに自信がなくなってきてさ、焦りみたいなものがあって集中できなくて、勉強もうまく進まないし、イライラしてた。そんな時に数合わせのコンパに誘われて、気分転換に参加したんだ。そこで映子に会った」

　長濱社長と呼ばず、ごく普通に〝映子〟と呼ぶことに美知は不快さを抱いたものの、話の腰を折るのもどうかと思い、黙っている。美知が今なにを考えているかなど知らない秀一は当時のことを思い浮かべているのだろう、天井に向けている瞳がわずかに揺れていた。

「ひいき目なしに映子は美人だよ。だから男どもは彼女に群がってた。誘われた時は断ろうとしたけど、話をしていると意外な面を見つけて興味を持った」

「意外な面？」

「人を外見で判断しちゃいけないことは百も承知だ。けど、映子はそこそこ派手なかっこう……化粧がって感じかな、目立ってて、ファッションや芸能関係好きだと俺もみんなも思った。実際コンパの最中でも、自分を磨かない干物女はダメだ、とか言ってたし。けど、話を聞いていたら、夢は起業して従業員想いの良い会社を作るんだって言ってさ。向上心が強くて同い年とは思えないほどいろいろ経験してるんだよ。それで興味を持った」

　秀一はふいに口を噤み、身を起こした。ベッドのヘッドボードに凭れかかる。

「けっしてお前をあきらめるための口実にしたわけでもないし、一人の人間として向き合ってつきあってたつもりだったんだ。けど、あいつはそういう目で俺を見ていなかったみたいだ」

「どういうこと？」

　秀一は口を噤み、項垂れるように俯く。傷ついているような様子を美知は無言で見つめる。なにか言おうと思うけれど、言葉が出てこなかった。

「……アテフェロの内定を取った時、お前は喜んでくれたよな」

「え？　あ、うん」

「秀一お兄さんの希望がかなったならよかったねって、笑って言ってくれた。うれしかったよ、マジで。けど、映子は違った。社名を言った瞬間顔が曇って、どうしてそんな将来どうなるかわからない会社になんてって言ってさ。大会社に入るんじゃなかったのかって」

「責められたの？」

「いや、別に責めてるような口調じゃなかった。けど、それで見限られたみたいで、少しずつ連絡の頻度は減って、社会人になったらまったく連絡してこなくなった。何度かメールとか電話したけど、忙しいとかいろいろ理由つけて。そのうち……秋だったかな、新しいカレシができたって言われた。相手の男が化粧品関係の大会社に勤めてるヤツで、それでやっと気づいた。あいつは俺自身が好きだったんじゃなくて、大会社に入って出世するかもしれない将来性に惹かれてたんだってな」

「そんな」

　ひどい――そう言おうとして美知はやめた。スペックに惹かれてはいけないなんて言えるはずがない。誰だって多かれ少なかれスペックや見栄えに惹かれるものだし、それに自信を得たり、失ったり、また目標に向かって努力したり、劣等感だって抗う力になる時がある。

「だけど責める気はまったくない。映子が去ってよく考えたんだ。俺にとって映子ってどういう存在だったんだろうって。けっして美知の代替でつきあってたわけじゃないけど、でも努力家で向上心のある一人の人間としては気に入っていたけど、女として好きだったのかなって思ったら……やっぱり俺は美知が好きなんだって思って。それを映子が感じ取っていたら、振られても仕方ないだろ。だから俺と映子はそういう関係なんだ」

　なんと言葉をかければいいのかわからず、けれども心の中にはモヤモヤするものも少しだけあって、美知は体を秀一に寄せて彼の腕に額をつけた。

「美知？」

「…………」

「怒った？」

「もう、なんの関係もないんだよね？」

「ああ。今回の案件で再会したけど、向こうだって驚いてるんじゃないかな。アプローチって言っても場を盛り上げるためっぽい口調だったし、普段愛想のよくない俺がにこやかに対応するほうがヘンだろ。だからこんな感じで、なにもないよ」

「……ホント？」

「当たり前だろ？　俺が好きなのは美知だけだし、やっと俺の希望がかなったのに、どうして他の女に靡くんだよ」

　秀一の大きな手が美知の頬を覆い、それから顔が近づいてきた。目を閉じると唇が食まれる。

「信じてくれる？」

「うん」

「ホントに？」

「だって好きだもの。でも妬くくらいいいでしょ？」

「そうだな。お互いにな」

　秀一が体をひねった。そのまま覆いかぶさってくる。頬、耳とキスをすると、うなじを辿って肩に至り、さらに降下して乳房にたどり着いた。

「うぅん……」

　はあ、と熱のこもった呼気をもらし、美知が首を振る。すっかり冷めた体にまた火が点る。

「美知、まだ二回目だけど、頑張って」

「え？　頑張る？　ひゃっ！」

　腰に腕を回したかと思えば、持ち上げられて反転させられた。気づけば秀一の上に馬乗り状態になっていた。

「すげぇエロい角度。ちょっと動くだけでおっぱい揺れていい眺めだ」

「…………」

「美知？」

　言われていることはわかっているが、今の美知はそれどころではなかった。

（あっ、当たってるのよ、お尻に！）

　臀部に当たる硬い感触が美知を羞恥に染め、全身の血液を逆流させるほど熱くさせる。ドッドッドッドッと強く打つ鼓動がうるさいほどだ。

「美知、たまんない。美知の中に入れてくれ」

「私がするの？」

「ダメ？」

　かわいく問われて美知は唇を引き結んだ。

（ズルい、そんな顔）

　なんでもできる義兄あにだった。スマートでクールで、勉強もできるしファッショナブルだし。血はつながっていないが自慢の義兄で、歳は六歳違いだがもっと大人だと思っていた。そんな秀一がまるでわんこのように懐いて甘えてくるなんて。

（きゅんきゅんなんですけど！）

　負けた気がして悔しいが、そもそもなにに対して負けたのかわからない。美知はクッとその悔しさを遣り過ごし、腰を浮かせて少しだけ下がった。

「持ったほうが安定すると思うけど？」

「言わないで！」

　完全に面白がっている。今日、初めての経験をしたというのに、触れて自ら導くなんてハードルが高すぎると思う。だけれども、美知の深いところは疼いていてさっき得た悦楽をまた体感したいと訴えているのも確かだ。なにより秀一が愛しい。

　位置を変えてそそり立つ雄々しい屹立を掴んだ。「うっ」という秀一の声が聞こえたが、反応している余裕がなかった。

（すごい……熱い）

　掴めば芯は硬いのに表面はやわらかい。血管が浮き出ていてグロテスクだが、今にも弾けてしまいそうなほど膨張している。

（これがさっき私の中に）

　蜜道をゴリゴリと擦られるたびに目の前に星が飛びそうなほどの喜悦がうねりを上げて盛った。そして快感を突き抜けて弛緩した瞬間に気を失ったのだが。

　美知は位置を確かめ、ゆっくりと腰を落とした。

「ん！　ふわあぁん！」

　わずかな距離しかないというのに落下の勢いのせいなのだろうか。深いところまで一気に刺し貫かれたような衝撃が走った。目の前がチカチカする。

「んんんっ！　ぁあっ！　ぁあっ！　ぁあっ！　ぁあっ！」

　奥深な場所で荒ぶる昂りを銜え込んだ矢先、急に秀一が腰を動かし始めたので体が上下に揺さぶられる。快感が波状のように押し寄せてくる。

「ふぁっ、ふっ、あん、あん、ふぁん、ああっ、ゃん、あっ、くぅう」

　揺れるたびに声が出て止められない。

「はんっ、あんっ、はんっ、はんっ、あんっ、はんっ！」

　乳房が千切れそうなほど激しく弧を描いて大きく揺れる。腰が震えて砕けそうだ。

　もう少しで飛べそうな気がする。

「え？」

　揺れが突然止まった。

「イキたいなら自分でヤってイケよ、美知」

「自分、で？」

　秀一の笑顔を見て、またしても悔しい気持ちが起こったが、ここでやめられても困る。この昂った疼きを鎮めてほしい。鎮めたい。

　美知は秀一の肩に手を置いて掴んだ。そして腰を前後左右に気持ちのいい場所を探して振った。

「エッロ。見てるだけでイキそう」

　こちらはそれどころではないというのに。美知はさらに大きく腰を揺すってみた。

「……ん」

　さっきのような大きな波は現れない。

「秀一さん、無理」

「ん？」

「自分じゃ無理。イケない。足りないの。お願い」

　必死なままで懇願すると秀一は美知の右手を取って指先にキスした。

「かわいいな美知は、マジで」

　ぽわんとした顔の美知に微笑みかけ、秀一が膝と腰を使って反動をつける。その反動によって美知の体が上下に大きくバウンドする。

「ひゃああん！　いいっ！　あぁあっ！」

　どんなに美知が頑張っても得られなかった強烈な愉悦が再び下半身を支配して熱くする。

　秀一に揺すられるほうが断然気持ちがいい。

「あああんっ、もっと、もっと強く激しくしてっ」

　体中が火に巻かれたみたいに熱くなる。

　震動に心と体が歓喜と快感に震える。

「秀一さん！」

　目の前が白くスパークし、美知は快感に弾けた。










　早くも七月も下旬に差し掛かろうとしている。誕生日、秀一と結ばれてから三週間が経った。あれから数日後に梅雨が明け、今年はずいぶん早いと天気予報でやっていたが、それより前からピーカンで暑くて仕方がない。自分のかいた汗が臭くてクラクラする毎日だ。

「あ、みっちゃん、あがり？」

「はい。お先に失礼します」

　山田が声をかけてくるが、あの時から明らかに態度が変わった。言葉遣いこそ今まで通りだが、他のスタッフと同じ対応になっている。秀一のけん制がよほど効いたのか、あるいは察して応援する側に回ったのか。いずれにしても、正しい上司と部下の関係になれたようで美知はホッとした。

　軽く会釈して歩き出そうとしたが、「みっちゃん」と山田が呼び止めた。そのくせなにも言わない。

「山田さん？」

「いや、なんでもない。なんか良いことあったかなぁって思ってね」

「どうしてです？」

「最近なんだか輝いてる感じがするよ。そういうの、いいね。仕事にも良い影響を与えると思うから」

　ニマッと笑う顔に秀一とのことを勘ぐっているのだろうか、と思うのだが。

（けど、あれだけで疑わないよね？　だって秀一さんが資料室に来たの、偶然だし。ってことは、山田さんが変わったっての、私の気のせい？）

　いろいろ巡るが、ここは愛想笑いでスルーに徹する。

「会社が楽しくてありがたいです。では、失礼します」

「はーい、お疲れ～」

　背に労いの言葉がかかり、美知は軽く身をひねって会釈をすれば、エレベーターホールに向かった。

（……私って、わかりやすいのかな）

　エレベーターが下降中、ぼんやりとそんなことを考える。

　確かに秀一との関係が進むどころか想いがかなえられて結ばれたことは踊り出したいくらいにうれしいのだが。

　一階に到着し、ビルを出た瞬間うだるような暑さにげんなりする。

（あーづーいーー。……ん？）

　少し先の歩道と交わるあたりにスタイルのいい女性が立っている。クリーム色のスーツは光沢があって見るからに手触りが良さそうなので、さぞやお高いのだろうと美知はぼんやりと思った。

（え？）

　その女性がこちらをじっと見ていて、目が合った。

「失礼ですけど、牧瀬美知さんかしら？」

「……そうですけど」

「はじめまして。私、『カメリアクラブ』の代表で長濱と申します」

「はぁ」

　長濱の、にっこりと微笑む顔が逆に怖い。美知の口角がヒクヒクと痙攣した。

「少しお時間をいただけるかしら。あなたは残業がないと聞いていたから、ここで待っていたら会えると思っていたんだけど」

　丁寧なのか高圧的なのかよくわからない言い方であり口調だ。いつ出てくるかわからない人間を出入り口で待つなど非効率的で、忙しいはずの長濱にできるはずがない。ということは本人が言う通り、新人だから定時で出てくると確信していたってことであろう。

（こういうのを慇懃無礼って言うのよね？）

　事実であり、長濱が読んだ通りの結果になっているのだから反論する気はないのだが。

「この後、ご予定でも？」

「……いえ、大丈夫です」

「では近くのカフェにでも入りましょう。暑いから早く涼みたいわ」

　長濱のやや後ろを歩き、少し先にあるクラシカルなカフェに入って腰を落ち着かせた。

「甘いものでも召し上がる？」

「いいえ。飲み物だけで充分です」

「そう。私はアイスコーヒーを。牧瀬さんは？」

「同じでいいです」

「では、アイスコーヒーを二つ」

「かしこまりました」

　店員が去っていくのを視線で見送れば、長濱はバッグからカードケースを取り出し、名刺を美知に差し出した。

「改めまして。長濱です。あなたのことはよく話に聞いていたのでけっこう知っているつもりなんだけど、お会いするのは初めてね。思っていたより大人っぽく見えるのはお父さまの血筋からかしら」

「……どうでしょう」

「あら、なんだか私、ずいぶん警戒されているみたいね」

　当然だ、と思わず言いそうになり、美知は我慢した。だが、きっと秀一のことを言われるのだろう。責められる筋合いはないので返事はしなかった。

　長濱は「ふぅん」と言いながらニンマリと微笑んでいる。ますます怖い。

　そこに店員がアイスコーヒーを運んできた。二人してその動作を目で追い、美知は軽く会釈をして謝意を示す。ガムシロップとクリームを入れて混ぜていると、長濱はストローを袋から出してグラスに差し込んだ。

「あなた、秀一の元妹でしょ？」

　その瞬間、美知は腹の底に力を入れた。

「そうです。『華デザイン事務所』に入社して、隣の会社に秀一さんがいることを知りました。五年ぶりの再会でしたが、先日告白されて交際することになりました」

「――――」

「いろいろグルグルしてましたけど、告白してもらって吹っ切れました」

　しっかりと言いきった。美知の目が「来い！　受けて立つ」と宣言している。そんな表情を長濱は少し驚いた様子でしばし見つめていたが、フッと笑った。

「あら、私、なにも言ってないのに。わざわざ報告してくださるの？」

「そういう話をしたくて待っていたのでしょう？　わざわざ秀一さんの名前呼び捨てにして」

「……ふふ、あなた、話に聞いていたイメージと違うのね。もっとシャイな方だと思っていたわ。それとも、手に入れたカレシを奪われないように頑張ってる感じ？」

「秀一さんから私のことをどう聞かされていたのかは知りませんが、私は至って普通の女です。あなたのように事業を起こそうとか、社長として会社を大きくするとか、そんな手腕も才能もない」

　また長濱が「ふふふ」と笑った。

「ということは、私が秀一の元カノってことは知っているのね？」

　コクコクと頷いて答える。長濱はグラスに視線を落とし、ストローを何度か回した。カラカラと氷が涼しい音を奏でている。

「よりを戻そうって持ちかけたの。そうしたら、美知と再会したから今度はあきらめないって言われてね。じゃあ、振られたらいいでしょって返したわ。交際することになったのなら、よりを戻すのは無理かしらね」

「じゃあ！」

「あら、あきらめた、とは言ってないわよ」

　それまで笑みが浮かんでいた長濱の整った美麗な顔、その目が鋭く変わった。美知を真っ直ぐ睨みつけてくる。その迫力に思わず息を止めた。

「ウチの会社って今年で設立三年目なんだけど、母がね、エステティシャンなの。個人でやっていて、子どもの頃から手伝っていたからノウハウは知っているつもりだった。そういうわけだから会社なんて簡単にやっていけるってなめててね。自分がバカほど甘いってのを知ったのは高校で進路を聞かれた時よ。担任に話したら、説教含めいろいろ教えてもらって、そこからがむしゃらに勉強したわ。大学受験も経営のことも。でもねぇ、それだけじゃダメなのよね。後ろ盾がいる。一流の人たちのツテをたくさん作ろうと考えた。だから秀一自身もそうだし、秀一が将来得るだろうつながりもアテにしてたのよ」

　ストローの動きに合わせてカランと氷が音を立てる。

「それなのに、当時まだ五〇人程度の会社に入るって言われて、幻滅したわ。だから見切って、別のつながりを探そうと思った。まさかたった五年で四倍の人数を抱える期待大の会社に成長するなんて思いもしなかった。すごく反省したわよ。私って見る目がないなって。だから顧客管理システムの変更はアテフェロにするって最初から決めていたわ」

「秀一さんに会うため？」

「私、そんなにバカじゃないわ」

「え？」

「公私を混同するほどバカじゃないって言っているのよ。でも、ま、再会は期待したわね。よりを戻したいってのも本気よ。秀一はアテフェロのことを調べて、中の人とも会って、それで将来性のある会社だって思ったわけだから、そういう判断のできる人がパートナーになってくれたら私のダメな部分を補ってくれるでしょ。だけど、やっぱりアテフェロの実績が素晴らしいから選択したのよ。当然でしょ。私はね、六〇人のスタッフとその家族を養っているのよ」

　睨まれ、美知は膝の上に置いている手を握りしめた。怖さと、恥ずかしさがない交ぜになって気持ちを苛む。

「今は交際したてでアツアツだろうから、付け入る隙はないでしょうけど、冷めたらいくらでもチャンスはあるでしょ」

「ありません」

「あるわよ。あなた、秀一以外の男性とつきあったことある？」

「……え」

「ないみたいね。いいのよ、そんなことは。でも覚えていて。愛は不思議なもので、深すぎてもうまくいかないのよ。愛しすぎて壊してしまうってこと、よくあるの。これは私の持論なんだけど、愛も人づきあいも、割合で決まる。どちらかが一方的に尽くすとか、周りが見えなくなるほど想い入れるとかって長続きしない。絶対壊れる。なぜなら、尽くしているほうの心が折れたり、重すぎて逃げられたりしたら終わりだから。想いすぎない、期待しすぎない。自分はいつでも撤退できるっていう余裕を持つ。それが大事よ」

　長濱がグラスとストローから手を放し、少し身を引いて腕を組んだ。

「興味が変わるってこともあるわね。仕事が忙しくなって意識が向かなくなり、すれ違うってこともね。あなた、デザイナーなんでしょ？　私が華デザに、社名のロゴや宣伝のムードを刷新するから、それをデザイナー牧瀬美知さんにお願いしたい、って言ったらどうする？」

　美知はハッと胸を突かれたように長濱を見た。彼女の顔にはまた妖しい笑みが浮かんでいる。

「こういう場合、絶対に断ってはいけないわ。ビジネスであり、チャンスだから。もちろん、あなたが適当なところでデザイナーをやめよう、なんて思っているなら関係ないけど」

　美知は明らかにバカにされたと思い、腹が立って長濱を睨みつけた。だが、言葉では言い返さなかった。相手は『カメリアクラブ』の社長で、現在アテフェロでは彼女の仕事を請け負っている。不要なことを言って怒りを買えば、会社にも秀一にも迷惑をかける可能性がある。

「あなたたちがダメになるまでのんびり待っているわよ。大丈夫よ、私、忙しいし気も長いからいつまでも待てるわ」

　そう言うと、腕時計を見て時間を確認し、オーダーの伝票を手に取った。

「自分の分は払います」

「呼び出したのは私だからいいわよ。それに、あなたと私では稼ぎが違うから」

「――――」

　ふふっ、と嘲笑が聞こえて美知の中でカッと怒りが湧く。

「だからゆっくり飲んでいってちょうだい」

「私も帰ります」

「一緒に出るのはイヤだわ」

「――――」

　皮肉ばかりで腹が立つ。逆に意地でも一緒に出たくなくなった。

「ではいただいてから帰ります」

「そうしてちょうだい。じゃあ、またね」

　二度と会いたくない！　と叫びそうになるのを必死で我慢した。

　長濱が立ち去るのを目だけ動かして追い、店から出ていくのを見届ける。それからアイスコーヒーを飲もうとして彼女がいっさい口につけていないことに気づいた。

（なによ、バカにして！）

　ズズッと一気に飲み干した。あまりおいしくない。最初に半分くらい飲んでいたのですぐ空になった。それから美知も立ち上がる。店を出ようとすると、店員が慌てて駆け寄ってきた。

「あの、お客様、こちらを」

　渡されたのは紙袋で、中を覗き込めばケーキ箱が入っている。

「先にお帰りになったお客様からお渡しするよう言付かりまして」

「すみませんが、受け取れません」

「すでにお代もいただいているのです。お渡しできないと、わたくしどもも、その……」

　確かに困るのだろう。美知ははぁと小さく息を吐き出した。

「わかりました。いただきます」

「ありがとうございます！」

　安堵たっぷりの店員の顔を複雑な思いで見つめ、紙袋を受け取った。

　店を出て、少し進んだところに小さな休憩所がある。大きなパラソルがいくつか並び、その下には石のベンチが置かれている。美知はそこに行き、腰を下ろしてケーキ箱を取り出した。そっと閉じ目のシールを剥ぎ、中を確かめる。ホールのレモンパイが入っていた。

（……偶然？）

　レモンは美知が大好きな果物で、レモン味と聞くとすぐに手を出してしまう。長濱がそれを知っているとは思えない。

（まさか、秀一さんが話していた？）

　考えても仕方がない。レモンパイに罪はない。言い負かされて悔しいが、今日は黙って引き、母の愛子と賞味しようと思った。だが。

（悔しいのは、あの人の言ってることがいちいち正論で、自分がいかに無知無力かってことをわからせられたから。一番ムカつくのは、あんなに高飛車で嫌味っぽいのに、自分のミスや失敗を認めて反省してることよ。だから事業も成功してるんだろうな。私なんかとぜんぜん違う。私はあんなふうに、デザイナーとして周囲の人に認めてもらえるようになれるのかなぁ）

　はあ、と大きな失意のため息が落ちた。
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　秀一は銀座にある高級感満載のカフェにいた。前のテーブルには背中を向けて美知が座っている。彼女の耳にはイヤフォンがあって、その音は秀一のスマートフォンとつながっている。離れていてもアプリを通して周囲の音を拾うことができる。これから起こることを美知にも聞かせるためだ。

　腕を組み、美知の背を見ながら先日のことを思い出していた。美知から電話がかかってきて、長濱に会社のビルの前で待ち伏せされ、喫茶店で秀一のことについて話をした、と。

（まったく。アテフェロも華デザも、社長含め俺たちの関係を知らない。なのに会社の前で待ち伏せって……あいつ）

　ムカつくが怒って冷静さを欠いては負けだ。ここは落ち着いて構え、隙を作らないようにしないといけない。その最大は言葉だ。

（揚げ足を取られないようにしなきゃな。それから気になるのは美知だ。やられた内容に激げき怒いかりそうなもんなのに、妙にクールなんだよな。ってか、怒ってる感じがまったくない。むしろなんつーか、神妙な雰囲気で……言いくるめられてる？　それはマズい）

　今は違うとはいえ、五年間という限られた期間、家族だった間柄だ。兄と妹という関係で恋愛感情を抱き、その想いに突っ走っていいものなのか。互いに抱いていたことをようやくクリアできたが、長濱の言葉でまた悩み、後悔し、やめると言い出す可能性がある。それだけは避けたい。

（美知に俺の気持ちをしっかり伝えて、心配や不安を取り除く。長い人生の中で、家族の期間ってたった五年だ。短いスパンで親の事情に振り回された美知に、安定安心できる家族の形を与えてやりたいし、俺自身が望んでいる）

　親の事情に振り回されたのは美知だけではない。秀一だって同様だ。母は病死なのでこれは不可抗力だが、学生時代は寂しい思いをして過ごした。父が再婚すると聞いた時は複雑だった。だが、血気盛んな思春期を避け、一人の人間として冷静に考えられる歳になるまで待ってくれた父を応援しようと思ったのに。たった五年で、しかも喧嘩別れではなく祖父の金銭問題が原因で家族の関係を壊すことに心底腹が立った。

　それでも今までそのことに触れず心の奥底に沈めていたが、美知を前にしたらもう無理だった。美知と暮らしたい。一緒にいたい。そればかり考えてしまう。美知を守りたいと思っているが、実は自分が満たされたいのだろう。

　カタンと音がして顔を向けると、長濱がテーブルの横に立っていた。

「呼び出したくせに気づかないなんて失礼ね」

　フッと笑いつつ秀一の正面に腰を落ち着ける。長濱が座ったことにより、美知の背中が見えなくなった。

　長濱はテーブルに案内してくれた店員にアイスコーヒーを頼んでいる。

「で、話って？　と聞かなくてもわかっているわよ。美知さんを待ち伏せして連れ出したことを責めるためでしょ？」

　その問いに秀一はギッと睨んで頷いた。

「俺たちが元家族だってことは誰も知らない。それなのに待ち伏せするってことは然るべき場所に依頼して調べたってことだろ。悪趣味だ。いや、訴えられたらどうなるかわかってるだろ」

　長濱が微笑みながら「そうね」と向ける。

「悪かったわ。世の中には危険な連中がうじゃうじゃいるでしょ。会社経営をしていたらそういう連中が寄ってくるし、女だと思えばなめてきて、けっこう強引だったりするのよ。だから身を守るために手を尽くしてるんだけど、今回は私が暴走しすぎたわね。謝るわ」

　秀一のまなざしの険しさは増すばかりだ。

「そんなに怒らないでよ。悪かったって謝ってるじゃない。でもね、完膚なきまでに叩きのめしてやろうと意気込んで待ち伏せしていたのに、先制攻撃を受けてすっかり戦意喪失してるんだから。今もあなたを誘惑する気はゼロよ」

「え？」

　長濱は「ふふふっ」と低く笑った。

「あなたがさんざん、美知はおとなしい、美知は引っ込み思案だ、美知は気が弱い、って言うからすっかりそうなんだと思ってなめてたわ。私は元カノだったってカウンターを与えて、倫理観で攻め込んで追い詰めるつもりだったのに、五年ぶりの再会でしたが、先日告白されて交際することになりました、いろいろグルグルしてましたけど、告白してもらって吹っ切れました、なんて正面切って言われて、ふふ、面食らっちゃった」

　微笑む長濱とは対照的に秀一の顔は驚き一色だ。口がわずかに開いている。

「しかも、賢明よね。言い返すように仕向けても、唇を噛んで我慢していた。ヘタを打ってアテフェロやあなたに迷惑をかけたらいけないと考えたんでしょう。なかなか冷静でいいわね。最後はデザイナーとして仕事を発注しようかしらって揺さぶりをかけたって返事をしなかったわ。ウチのスタッフに欲しいくらい。まぁ、あの曲者の恩田おんだ社長のお眼鏡にかなったのだから見込みがあるのは当然なんだろうけど」

「…………」

「あなたがアテフェロに入るって言った時、自分の見る目のなさに泣けたけど、再会して、真逆の意味で泣けるわよ。私の見る目は確かだったって」

「どういう意味だ？」

　テーブルに店員がやってきて長濱が頼んだアイスコーヒーが置かれる。長濱はストローを差し込むとグラスの縁に沿わせて回した。カランカランと氷の音がする。それからストローを銜えて一口、二口と飲んだ。

「ん、おいしい。やっぱりこれくらい色が濃くないとダメね。美知さんと入ったカフェ、たいそうな内装なのにアイスコーヒーの色が薄いのよ。飲む気もしなくて口をつけなかったの。コーヒーの色も人間も、これくらい濃くて深みがないと面白くないわ」

「コーヒーの色と人間が同列かよ」

　呆れ声の秀一に長濱はまた「ふふふっ」と笑った。

「大企業で才能を謳歌したらいいのにバカねって思って見切ったのに、五年でアテフェロは急成長して、恩田社長の経営手腕は一目置かれるようになったわ。あなたはそんな会社を自分の目で確かめて決めて入るんだもの。私ってば見る目がないって思ったけど、でもちょっと待って、そんな秀一に目をつけたのは私なんだからって思うようになったんだけどね、美知さんと会って話して、あぁなるほど秀一が入れ込むはずだわって思ったら、うん、私、いい感じじゃない？　って」

　カランカランと氷の弾ける音が続く。

「いろいろグルグル考えたわけよ。美知さん、かわいいわね」

「お前なぁ」

「それに、華デザの社長のほうも少数精鋭のデザイン事務所で、将来有望なデザイナーを複数かかえて業界では注目を集めているわ。せっかくできたつながりだから、私としてもお得意様でいたいわけよ。だからあなたに文句を言われたくないわけ。公私混同する気はないわ」

「……美知にレモンパイ、ホールで渡したんだって？」

「三週間遅れのお誕生日と初カレゲットのお祝い。別れ際にいろいろ不安材料を言ってやったからね。あれで奪う気はないって気づいてくれたらいいんだけど」

「なんでそんなこと言うんだよ。納得して身を引く気になってたんなら、つまんねぇことは言わないのが賢明なのに」

　長濱は秀一の言葉に頷きながらストローを銜えてアイスコーヒーを飲んでいる。最後はズズズッと音を立てて飲みきった。

「あら、やられっぱなしは悔しいじゃない。それに、あそこはドラマ的に嫌味をかましてビビらせて退場するのが悪役の努めでしょ。世の中厳しいのよ。敵に塩を送るほど、私は寛大でも大物でもないのよ」

「そうか？　お前だったらそれくらいできるだろう」

　長濱がフンと鼻であしらう。

「ジェンダーとかダイバーシティとか言ってるけどね、日本はまだまだ二十代の小娘には冷たいの。生意気だって見下してくるヤツ、枕営業だろうって迫ってくるヤツ、妬んで邪魔してくるヤツ、卑怯な連中がうじゃうじゃいるのよ。結果を出す、これしかないけど、結果を出してもなかなか認めようとしない。お金とコネをどれだけ得るか、シビアじゃないとやってけないわ。甘ちゃんのあなたのカノジョを諸手を挙げて応援するようでは、とっくに寝首を掻かれているわよ」

　秀一は「むう」と呻った。

「だから美知さんには、『私、頑張らなきゃ』って思ってもらうために皮肉弾いっぱい浴びせてあげたの。けど、せっかく結ばれた二人を私がダメにしちゃうのも嫌な女すぎてこっちがへこむじゃない。お店でレモンパイを見つけたから彼女が好きだっていうレモンで試したのよ。美知さんが見込みのある人材なら私のメッセージになにか感じるだろうし、なければその程度の女ってことよ」

　はあ、と秀一は大きなため息をついた。

「お前はそういうヤツだった」

「思い出してくれてありがとう。あなたが呼び出した目的は終わったでしょ？　私、忙しいの。これで失礼するわ。あ、そうそう、あの時の美知さんのアイスコーヒーは私がご馳走したから、今日のこのアイスコーヒーはご馳走になるわね」

「おう」

　長濱が微笑むと、スッと立ち上がった。

「じゃあ、来週」

「打ち合わせか」

「そうそう」

　長濱は手をひらひらさせながら去っていった。ヒールが床を叩くカツカツという音が遠のき、秀一が「はあ～」と声を出しながら肩を大きく上下に揺らせる。そして手を伸ばしてコーヒーカップを取って口に運ぶと、すっかり冷めていた。

「秀一さん」

　前のテーブルにいた美知が、自分のドリンクを手にしてこちらにやってきた。

「お疲れ様」

　言いつつ、使っていたイヤフォンを差し出してくる。それから近くにいた店員に声をかけ、席を移動する旨を伝えた。

「どうしたの？」

　秀一は難しい顔をして右手で頭をワシワシと掻いているからの質問だ。

「俺、なんかみっともないなって思って」

「どこが？」

「ぜんぜんかっこよくないだろ。もっとスマートでクレバーに美知の仇を討つつもりだったのにさ。返り討ちにあって一方的にやり込められてた」

「そうかな？　私にはそうは感じなかったけど」

「どう見たってアイツのほうがかっこいいだろ」

　すると美知が「ふふふっ」と笑った。その笑い方がさっきの長濱に似ていてギョッとなる。

「確かに長濱社長かっこいい。いろいろ仕事のこととか姿勢とか、言われている時は嫌味だと思って腹が立ったけど、冷静になって考えたら、社会で働くために必要なこと、とても大事なことを言ってたって思って。あれ、嫌味じゃなくて、エールなんじゃないかって思えたのよ。だから私も長濱社長みたいなキャリアウーマンになれたらいいなぁって思う」

「おいおい」

　美知は軽くかぶりを振った。

「私は自分のせいで誰かが傷つくの、望んでない。今回のことで長濱社長に嫌な思いをさせたいとも思ってない。でも、秀一さんに想われてること、実感できることはあつかましいほど望んでる。それが相手を傷つけることであっても。秀一さんが私のことをとっても想ってくれていることがわかってすごくすごくうれしい」

「……どこが？　どこで？」

「だって、秀一さんが私のレモン好きを話していたからでしょ。あのレモンパイ、絶品だったよ」

「食いもんにつられるなよ？」

　二人は顔を見合わせて同時に笑った。

「あ、そうだ、山田さん」

「まさか、まだ言い寄ってくるのか？」

「うぅん、それはない。というか、セクハラモード解除って感じでありがたいんだけど、私が輝いてる感じがするって。確かに恋が実って小躍り中なんだけど、そんなにわかりやすいのかなって。どう思う？　秀一さん？」

　秀一は両手で顔を覆っていた。

「なにしてんの？」

「お前、もうツッコミどころ満載で俺を殺す気かよ」

「へ？」

　今度は手を離し、はぁ、と大きな深呼吸をした。

「山田の件はさ、釘を刺しておいた」

「釘？」

「ああ。美知に手を出したら誤送信の社内メールをするって言ってやった」

「……それ、釘を刺す、じゃなく、脅迫する、の間違いでしょ」

「そうとも言うな。次に、お前。恋が実って小躍り中ってさ、どういうことだよ。煽ってるのか？　それとも天然？」

　その瞬間、美知の顔が真っ赤に染まった。

「……ごめん。そんなつもりじゃなかったんだけど」

「いいよ。俺だってうれしくて小躍り中なんだから。えーっと、愛子さんにまた電話したんだ。今夜も借りたいって」

「ええっ!?」

「自分がシングルマザーで美知を産んでるし、恋愛に関しては口を出すことはしないけど、美知は社会人なりたてだからそのあたりは配慮してねって言われたよ」

「……お母さんってば」

　秀一がテーブルの上にある美知の右手を上から覆うようにして掴んだ。

「行こうか」

「うん」
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「気が早いっ」

　玄関の扉を閉めた瞬間、秀一が後ろから抱きしめてきた。うなじに顔を埋め、スゥスゥ吸っている。

「もう！」

「だってさ」

「初めて秀一さんの部屋に来たのよ、私。こっちのほうが緊張してるのにっ」

「そうだった」

　軽快に笑うが、秀一にも緊張の色があることに気づく。誕生日の夜、結ばれた後に秀一のマンションに招待してもらう約束を交わしたのだが、平日は毎日遅いし、土日はへばってなかなか約束を取りつけられず、また純粋に美知とのスケジュールが合わず、で今日まで訪問することができなかった。

「ゆっくり見学したいのに」

「食ってからにしたい」

「お腹いっぱい」

「お前はな。俺はこれからだから」

「それ、意味違うでしょ」

　秀一はまた笑い、美知を横抱きして持ち上げた。

「ふぁ、これ、不安定で怖いんだけどっ」

「お姫様抱っこされてるんだから喜べよ」

「恥ずかしい」

　互いに言い合ってから、美知は秀一の背に腕を回してしっかりと抱きつき、秀一のほうは美知を急いで寝室に運ぶ。そしてベッドに寝かされれば丁寧に服を剥がされた。が、ブラとショーツだけの姿になると、秀一の手首を掴んで止めた。

「美知？」

「脱がされるのも恥ずかしい」

「じゃあ、俺の、脱がせてくれる？」

「…………」

　美知の顔が真っ赤だ。

「美知ってば」

　名を呼ぶその声は笑いを含んでいる。同時に艶もあって秀一が欲情していることが伝わってくる。美知は伏し目がちのまなざしを向け、秀一が着ているシャツのボタンに手をかけた。

「動かないで」

「だってキスしたい」

「動いたらボタンが外せない」

「キスしたい」

「キスするなら脱がしてあげないよ？」

「美知、好きだ」

　耳元に顔を寄せて囁く。とたんに美知は黙り込み、首まで真っ赤にして俯いた。

「ズルい」

「ん？」

「秀一さん、声もいいのに」

「そうだっけ？　初めて言われたなぁ」

　耳たぶの中に舌を入れられ、美知の体がビクリと跳ねた。

「ここ、気持ちいい？」

　囁き声に熱い呼気までかかり、奥底がジリジリと痺れを起こしているのがわかる。美知は無意識に蜜口に力を入れてクッと息を詰める。秀一の指先がブラのカップをずらして蕾を露出させ、硬く凝しこっている桃色の蕾を摘んで扱いている。電流のような刺激が起こればすぐに全身に伝播を始めた。

　腰が震える。

「んぁん……だ、め」

「腰が揺れてる」

「んなこと、ない……」

　触れられてもいないのに茂みの奥がぬかるんでいるのがわかる。熱いものが流れ出しそうだ。

「もう感じちゃった？」

「ホント、意地悪、なんだか、ら」

　指が震えるが必死でボタンを外した。そのままシャツを脱がそうと引っ張るものの秀一は美知の胸から手を離さないので肘のあたりまで下ろすと動かなくなってしまった。

「手、離してよ」

「この体勢でも他にできることあるだろ？」

　チュッとリップ音を立てて唇を浚われる。言わんとしている意味を察して美知は頬を朱色に染めた。

「それは……ハードルが高い、と思う、の」

「早く開放してくれよ。苦してしょうがない」

「もう！」

　全身が焼き尽くされそうなほど熱い。美知は手を伸ばし、バックルとスラックスのボタンを外し、ファスナーを下げようとした。

「…………」

「どうかした？」

　股間が盛り上がっていてファスナーが引っかかり、うまく下がらない。

「この体勢じゃ無理。立って」

「もう勃ってる」

「そうじゃなくて！」

　秀一は笑いながら美知の唇にキスをすれば、「もういいよ」と囁いて身を起こし、自らファスナーを下ろした。そしてボクサーパンツごとスラックスを脱ぎ捨て、体に絡まっているシャツもベッド下に捨てた。

「美知？」

「なんか……不思議だなって思って」

「なにが？」

　美知は耳まで真っ赤に染まっている顔を俯かせるが、チラ、チラと目だけ秀一に向けては視線を彷徨わせる。

「すごくグロテスクで、なんだかとっても怖いって思うのに、体のほうは違うの。見ても見なくても気持ちは焦って、奥のほうが疼く感じ。早くって思っちゃう」

「早く挿れてほしい？」

　美知の口が閉じ、唇にギュウと力がこもるのがわかった。それからコクリと頷く。

「美知、かわいいな」

「そんなことない。エッチすることを催促するなんて、はしたないって思ってるのに」

「俺だけにだろ？」

「当たり前！」

「だったらはしたないなんて思うことはない。誰だってそうだ。好きな相手とは交わって気持ちよくなりたいって望むんだから。正常だよ。つか、もう俺の、腫れあがってて苦しいんだけど」

　言いながら左側のブラのストラップに人差し指を差し入れ、スッと下ろした。次は？　と思う美知は、秀一の手が肩に触れたと思った瞬間クルリとひっくり返された。

　あっと思う間もなくホックが外されて胸が緩む。その次は腰を掴まれて引っ張られる。

「あの、ちょっと」

　四つん這いのような状態になり、臀部を秀一に向けるかっこうでショーツをずらされ、あらわになった桃尻を左右に開かれ割られた。

「やん！　そんなところっ！」

　開かれた裂け目の奥を舐められる。舌先の動きがなまめかしい。ほんの少し触れているだけなのに全身の肌が粟立ってくる。そのくせじれったい。

「意地悪ぅ！」

　たまらず蜜口に力を入れてしまったり、弛緩させてしまったり。シーツを掴み込んで秘めるべき場所で沸いている愉悦を逃がそうとするが、うまくいかない。腰が揺れてしまう。

　その時、チューっと強く吸われた。

「ひぃいんっ」

　目も眩むような強い喜悦が起こり、美知は思わず顔を枕に押しつけた。

「エロいな、ケツ突き上げて振ってるなんて」

　それは誰のせいだ、と言いたいがこらえるのに必死で反論どころではなかった。秀一の口が離れても陰部がぷるぷると悦びに震えているのがわかる。

「んんんーーーー！」

　じれったいと騒ぐ場所に圧迫感が起こった。グジュグジュと指でナカをかき混ぜている。音がすごくて美知は顔を上げることができなかった。

　でも、と思う。

「ふあああっ」

　とてつもなく気持ちいい。そしてさらに思ってしまう。

「も、っと」

　奥をいじめてほしい。爆発しそうなほど願っているのに、はしたない恥ずかしいという思いはまだ残っているので言えない。

「ううん、はぁ」

　少し刺激が緩んで美知は枕から顔を上げた。

「美知、気持ちいい？」

　コクコクと頷いて答える。すると指はスルリと逃げていき、圧迫感がなくなった。

　絶頂に至る快感を与えてくれる存在がようやくやってくる。美知の下腹部が期待に痺れている。

「んっ！」

　熱くて硬くて太いモノが有無を言わさず侵入してきた。

「はあ」

　熱のこもった吐息が美知の唇からもれる。

　普段は感じることのない空間が存在を主張しながら、狭い隘路を無理矢理押し開いて進んでくる侵入者を呑み込んでいく。

　ツンと最奥を突かれて美知の体がビクッと跳ねた。

「はあ、気持ちいい。美知のナカ、熱くて溶けてなくなりそう」

「わたっ、わたし、も……」

　腰を掴む秀一の手に力がこもった。そして屹立がスッと引いていく。完全に抜かれる前に止まり、また深いところまで押し入ってきた。

「ああ！」

　大きくゆっくりとストロークする秀一の腰の動きに美知の呼吸がシンクロする。突かれれば息を止めて歯を食いしばり、引かれれば大きく吸い込む。それを何度か繰り返すと、ストロークの間隔が短くなり、スピードを伴って抽送が激しくなった。

　短いスパンで強く突くので互いの体が大きな音を伴ってぶつかり、衝撃で体が弾ける。秀一が美知の腰をしっかりと掴んでいるので前のめりになるだけだが、少しでも緩めばヘッドボードに頭をぶつけそうだ。

　パンパンパンパン！　と派手な衝突音を発する。

「あっ、あぁ、あっ、あっ、あんっ、あっ、んっ、んん、んあっ！」

　美知の嬌声もまた衝突音に混ざって部屋に響き渡っている。だがその中には秀一の熱い呼気もあった。

「美知、美知っ」

「いいっ、ああん、もう無理っ！　いっ、イっちゃうっ、イっちゃうーーーー！」

　前後に激しく揺さぶられ、強く突かれて美知の意識が混濁する。目を強く閉じてこらえていれば、全身が快感にぶわっと膨らむ気がした。そして上昇していく感じ。高く高く飛翔している。目を大きく見開き、力の限りいきむ。

「あーーー！　!!」

　そして弾けた。

　美知は一瞬動きを止め、それから糸が切れたように枕の上に崩れ落ちた。

　虚脱、弛緩。

　はあ、はあ、と荒っぽい呼気だけがある。だが秀一がまだ飛翔の途中で腰を掴んで揺すっているので、美知の体は激しく前後している。

「美知！」

　背中に熱が広がった。太い腕がベッドに沈む美知の体の下に潜り込んで抱きしめてくる。息ができないくらい強く抱き込まれてもがきかけたが、接合している秘めやかな場所がひと際ドクドクと拍動しているのを感じて我慢した。

「……ぅ」

　秀一がうなじに顔を埋めてきた。短く呻くと、刹那に虚脱し、美知の背中に体重がかかる。重いけれど、なぜだかそれがうれしい。多幸感が全身に広がってゆく。

「好きだ」

　まるで熱い吐息に隠すかのように、そっと小さく囁かれた。

「……私も」

　同じように音を殺して囁き返す。秀一が一度は緩めた腰に回している腕に再び力を入れたが、さっきほどきつくはない。

「幸せだよ、ホント。親父たちが離婚してムカついてさ、会社に歩いていけるトコに住みたいって理由で家を出て、それから五年間がむしゃらに働いていたけど、ずっと乾いてる自分を感じていた。枯渇してたんだ。それがなにか、わからなくて……でもどこかで気づいていて、否定するためにまた仕事に入れ込んで……あーー、俺、幸せすぎてこのまま昇天してしまいそう」

「やっと恋が成就したのに死なれたら困るよ」

「そりゃそうだ。けど、やっぱ、このまま息が止まりそうだよ」

「そっか。じゃあ、私は心の傷が癒えたら、別の恋を探して、見つけて、成就させて、結婚して、子ども産んで」

　秀一が美知の口に手を押しつけた。

「言うな。なんかすげぇムカついた」

　手の中で美知が「ふふふ」と笑う。秀一はそんな美知を見下ろし、手を放して美知の甲に重ねた。

「やっと手に入れたんだから死なねぇよ」

「うん、そうそう。いらないことは言わなくていいの」

「お互いに？」

「そ。お互いに。大事なことだけ言おうね」

「好きって？」

　美知は微笑んだ。

「大好き」

「…………」

　軽快に交わしていた会話なのに、急に秀一が黙り込んだ。

「どうしたの？」

「……いや、愛しいなって思って。つくづく愛しいよ、美知。大事にする。一生大事にするから、ずっと俺の傍にいてくれ。もうどこにも行かないでくれよ」

「うん。ずっと傍にいるよ。いらないって言われても居座るから」

　チュッと額にキスが落ちた。

「約束」

「おう、全力で約束する」

　美知は上から覆われている手をひっくり返し、指を交差させて握りしめた。
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